
森
恪
の
中
国
政
策
構
想

－
満
州
事
変
前
後
を
中
心
に
一

小

林

刀
口
日

平

【
要
約
】
満
州
事
変
は
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
権
益
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
の
合
意
を
最
大
限
尊
重
し
列

国
協
調
主
義
、
中
国
内
政
不
干
渉
主
義
な
ど
を
基
軸
と
す
る
幣
原
外
交
で
は
擁
護
さ
れ
得
な
い
と
し
て
、
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
幣
原
外
交
と
は

異
な
り
、
満
蒙
権
益
擁
護
を
強
く
主
張
し
強
硬
的
な
中
国
政
策
を
展
開
し
た
政
友
会
森
恪
の
中
国
政
策
構
想
並
び
に
そ
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
ょ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
に
よ
れ
ば
、
森
の
中
国
政
策
は
九
力
国
条
約
へ
の
違
背
、
列
国
と
の
摩
擦
を
回
避
す
る
こ
と
を
基
軸
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は
森
自
身
の
「
大
国
」
志
向
と
「
皇
室
中
心
の
国
体
」
と
い
う
日
本
国
家
観
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
先
行

研
究
が
森
の
中
国
政
策
の
強
硬
的
側
面
を
強
調
し
、
否
定
的
に
捉
え
て
き
た
潮
流
の
再
考
を
促
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
森
の
申
国
政
策
を
改
め
て
検

討
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
幣
原
外
交
に
替
っ
て
日
本
が
と
り
得
る
選
択
肢
の
ひ
と
つ
を
探
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
一
巻
六
号
　
二
〇
〇
八
年
［
［
月

森恪の中国政策構想（小林）

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
一
年
九
月
半
満
州
事
変
に
至
る
期
間
に
お
い
て
、
日
本
の
中
国
政
策
は
田
中
内
閣
期
を
除
き
、
外
相
幣
原

喜
重
郎
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
幣
原
外
交
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
。
幣
原
に
よ
る
中
国
政
策
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
の
合
意
を
最
大
限
尊
重

し
、

（1051）

列
国
協
調
主
義
、
中
国
内
政
不
干
渉
主
義
な
ど
を
基
軸
と
し
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
幣
原
外
交
の
も
と
で
は
中
国
、
特
に
満
州
に
日
本
が
持
　
鵬



つ
権
益
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
権
益
擁
護
の
た
め
の
適
切
な
措
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
関
東
軍
の
手
に

よ
っ
て
満
州
事
変
が
一
九
三
一
年
九
月
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
満
州
事
変
に
つ
い
て
は
す
で
に
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
も
の
と
し
て
、
中
山
隆
志
氏
の
『
関
東
軍
』
は
、
満
州
事
変
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

当
事
者
た
る
関
東
軍
の
誕
生
か
ら
終
焉
ま
で
を
論
じ
、
鈴
木
隆
史
氏
の
『
日
本
帝
国
主
義
と
満
州
』
は
、
日
露
戦
争
か
ら
満
州
国
終
焉
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
な
が
ら
日
本
に
よ
る
満
州
へ
の
帝
国
主
義
的
進
出
を
論
じ
て
い
る
。
満
州
に
お
け
る
日
本
の
権
益
を
擁
護
で
き
た
か
否
か
と

い
う
点
で
幣
原
外
交
に
疑
問
を
呈
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
臼
井
勝
美
氏
が
繭
日
中
外
交
史
』
の
な
か
で
資
本
の
論
理
、
あ
る
い
は
既
得
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

約
の
論
理
か
ら
は
逸
脱
し
た
中
国
の
抵
抗
方
式
に
幣
原
外
交
が
有
効
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
と
論
じ
、
ま
た
細
谷
千
博
氏
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体

制
の
特
質
と
変
容
」
の
な
か
で
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
は
は
じ
め
か
ら
撹
乱
要
因
あ
る
い
は
脆
弱
性
が
あ
り
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
中
国
の
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
外
に
お
か
れ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
要
困
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
権
益
擁
護
と
い
う
点
で
は
、
中
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
共
産
主
義
勢
力
の
浸
透
と
相
ま
っ
て
高
揚
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
幣
原
外
交
の
基
軸
に
固
執
す
る
政
策
に
止
ま
ら
な
い
情

勢
に
即
し
た
政
策
が
、
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
幣
原
外
交
を
論
難
し
た
政
友
会
に
お
い
て
強
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

論
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
勢
力
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
玉
井
清
氏
の
「
政
友
会
の
対
外
強
硬
論
」
が
あ
る
。
玉
井
氏
は
田
中
内
閣

で
展
開
さ
れ
た
出
兵
を
辞
さ
な
い
強
硬
な
中
国
政
策
の
中
心
勢
力
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
、
満
州
事
変
前
後
か
ら
国
際
連
盟
脱
退
ま
で
の
政
友
会

の
中
国
政
策
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
田
中
内
閣
で
外
務
政
務
次
官
に
就
任
、
東
方
会
議
の
開
催
、
山
東
出
兵
の
推
進
な
ど
同
内
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
り
つ
と
む

の
強
硬
的
中
国
政
策
を
担
い
、
田
中
内
閣
総
辞
職
後
は
浜
口
内
閤
倒
閣
に
遇
進
し
た
森
恪
に
つ
い
て
は
、
中
国
政
策
に
お
け
る
強
硬
論
者
あ

る
い
は
「
対
外
硬
」
の
推
進
者
と
し
て
捉
え
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
政
策
の
分
析
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
は
い
な
い
。
幣
原
外
交
の
対
極
に
位
置

す
る
中
国
政
策
を
主
張
す
る
森
が
、
東
ア
ジ
ア
の
新
し
い
秩
序
た
る
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
、
日
本
の
満
蒙
権

益
を
ど
の
よ
う
に
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
権
益
擁
護
を
強
く
主
張
し
満
州
事
変
を
引
き
起
こ
し
た
関
東
軍
と
の
関
わ
り

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
論
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
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森恪の中国政策構想（小林）

　
と
こ
ろ
で
、
政
友
会
の
中
で
積
極
的
に
満
蒙
権
益
擁
護
を
主
張
し
た
人
物
と
し
て
は
、
山
本
条
太
郎
が
あ
げ
ら
れ
る
。
森
、
そ
し
て
山
本
は

と
も
に
三
井
物
産
に
籍
を
お
い
て
、
後
に
政
治
家
に
転
進
し
た
と
い
う
似
か
よ
っ
た
経
歴
を
も
つ
。
山
本
は
、
首
相
田
中
義
一
の
命
を
受
け
て
、

張
作
霧
と
の
問
で
鉄
道
交
渉
を
行
い
、
犬
養
毅
内
閣
で
は
犬
養
自
身
が
主
導
し
た
国
民
政
府
と
の
秘
密
交
渉
に
も
関
わ
る
筈
で
あ
っ
た
と
さ
れ

　
　
⑥

て
お
り
、
満
蒙
権
益
擁
護
論
者
で
は
あ
る
が
外
交
交
渉
を
第
～
義
的
と
し
、
圧
力
的
行
動
を
第
二
義
的
と
す
る
考
え
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
森
は
、
田
中
内
閣
時
の
み
な
ら
ず
、
犬
養
内
閣
で
も
内
閣
書
記
官
長
と
し
て
日
中
秘
密
交
渉
を
支
持
せ
ず
、
自
ら
の
中
国
政
策
を
主

張
し
て
い
た
。
満
州
事
変
直
前
に
は
、
国
民
政
府
の
対
応
を
「
国
際
信
義
も
隣
邦
親
善
も
何
も
彼
等
の
眼
中
に
は
も
は
や
存
在
し
て
い
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
、
「
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
て
馬
賊
に
対
す
る
様
な
国
際
正
義
外
交
を
日
本
が
一
方
的
に
や
っ
て
見
た
と
こ
ろ
で
何
の
効
果
も
な
い
」
と
幣

原
外
交
を
論
難
し
て
い
た
。
幣
原
外
交
に
問
題
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
対
極
に
あ
る
森
の
主
張
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
自
体
意

味
の
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
問
題
あ
り
と
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
る
先
行
研
究
を
補
完
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
森
を
取
り
上
げ
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
『
森
恪
』
を
著
し
た
山
浦
貫
一
氏
が
生
い
立
ち
か
ら
、
事
業
家
を
経
て
政
治
家
に
な
る
時
期
を
含
め

て
内
政
・
外
政
に
わ
た
り
詳
述
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
研
究
も
こ
の
『
森
恪
』
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
関
寛
治
氏
が
「
満
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

事
変
前
史
」
に
お
い
て
、
「
一
般
に
こ
の
伝
記
は
、
森
の
対
外
硬
を
極
端
に
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
傾
き
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
山

浦
氏
は
森
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
角
し
い
圏
際
秩
序
を
定
め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
対
す
る
挑
戦
者
と
い
う
位
置
づ
け
と
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
『
森
恪
』
で
引
用
さ
れ
た
森
自
身
の
発
言
、
草
稿
に
加
え
て
議
会
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
発
言
な
ど
に
も
留
意
し

て
、
森
の
中
国
政
策
論
と
そ
の
構
造
を
満
州
事
変
前
後
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
九
力
圏
条
約
、
国
際
連
盟
に
対
す
る
考
え
方
、
満
州
に
お
け
る

権
益
擁
護
の
考
え
方
、
国
民
政
府
に
対
す
る
見
方
を
考
察
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
本
論
に
入
る
前
に
、
森
が
政
治
の
世
界
に
入
る
前
に
示
し
た
考
え
方
、
そ
し
て
政
治
家
と
し
て
の
経
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

森
は
一
九
〇
二
年
、
一
九
歳
の
時
、
三
井
物
産
の
修
業
生
と
し
て
上
海
に
わ
た
る
。
一
九
〇
四
年
、
正
社
員
と
な
り
、
そ
の
後
中
国
大
陸
各
地

に
滞
在
し
た
。
そ
し
て
自
ら
が
興
し
た
事
業
を
展
開
す
る
中
で
政
治
的
権
勢
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
、
一
九
一
心
耳
、
政
友
会
に
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入
党
し
た
。
こ
の
長
期
に
わ
た
る
中
華
で
の
体
験
を
基
に
、
中
国
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
認
識
を
残
し
て
い
る
。
「
支
那
実
状
、
宮
制
の

実
体
に
触
れ
、
或
は
複
雑
な
る
内
治
行
政
の
真
相
を
論
じ
た
も
の
を
見
な
い
」
と
日
本
の
実
態
把
握
不
足
を
指
摘
し
、
更
に
「
そ
の
国
の
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

物
に
対
し
て
基
礎
的
の
知
識
な
き
外
交
や
通
商
の
権
威
な
き
は
当
然
」
と
日
本
の
外
交
、
通
商
政
策
を
的
外
れ
と
み
な
し
て
い
る
。
一
方
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
は
コ
個
の
見
解
を
世
に
呈
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
と
自
信
す
る
」
と
中
国
通
と
し
て
の
自
負
を
み
せ
て
い
る
。
国
際
政
治
問
題
に
つ
い

て
は
「
問
題
は
実
力
で
あ
る
。
備
へ
あ
る
の
如
何
で
あ
る
。
（
中
略
）
実
力
と
備
へ
あ
る
こ
と
は
国
際
問
題
の
最
後
の
勝
利
を
意
味
す
る
」
と

　
　
　
　
⑪

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
自
ら
を
中
国
事
情
に
精
通
し
た
者
と
み
な
し
て
「
力
」
を
背
景
と
し
た
方
策
で
な
け
れ
ば
国
際
的
政
治
問
題
に
対
処
で

き
な
い
と
み
な
し
て
い
た
。
ま
た
、
高
等
商
業
学
校
の
入
試
に
一
度
な
ら
ず
失
敗
し
て
実
業
の
世
界
に
早
く
入
る
決
心
を
し
て
三
井
物
産
の
修

業
生
に
な
っ
た
森
の
経
歴
は
、
学
校
出
身
者
へ
の
対
抗
意
識
、
そ
し
て
自
ら
の
主
張
に
固
執
す
る
面
を
強
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
森
は
政
友

会
入
党
後
間
も
な
い
一
九
二
〇
年
の
原
敬
内
閣
時
に
初
当
選
を
は
た
し
、
一
九
；
二
年
に
は
政
友
会
院
内
幹
事
、
～
九
二
七
年
に
は
田
中
内
閣

の
外
務
政
務
次
官
に
就
任
し
、
そ
の
後
、
政
友
会
幹
事
長
、
政
友
会
総
務
を
歴
任
す
る
。
そ
し
て
一
九
三
一
年
、
犬
養
内
閣
の
内
閣
書
記
官
長

に
就
任
す
る
。
し
か
し
そ
の
直
後
の
一
九
三
二
年
七
月
に
病
に
臥
し
、

　
①
中
山
隆
志
『
関
東
軍
転
（
講
談
社
二
〇
〇
〇
年
）

　
②
鈴
木
隆
史
魍
日
本
帝
国
主
義
と
満
州
一
九
〇
〇
～
一
九
四
五
騒
（
塙
書
房
～
九

　
　
九
二
年
）

　
③
臼
井
勝
美
桝
日
中
外
交
史
一
北
伐
の
時
代
』
（
塙
新
書
一
九
七
一
年
）
二
〇

　
　
〇
～
二
〇
三
百
パ

　
④
細
谷
千
博
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
特
質
と
変
容
」
（
細
谷
千
博
・
斉
藤
真
編

　
　
『
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
と
日
米
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
～
九
七
八
年
）
三
～
六
頁

　
⑤
玉
井
清
門
政
友
会
の
対
外
強
硬
論
」
（
申
村
勝
範
編
『
満
州
事
変
の
衝
撃
』
勤

　
　
草
幽
豊
房
｝
九
九
晶
ハ
年
）

　
⑥
犬
養
健
門
山
本
条
太
郎
と
犬
養
毅
・
森
恪
」
（
『
新
文
明
睡
第
十
巻
七
号
新
文
明

一
二
月
に
は
五
〇
歳
と
い
う
若
さ
で
病
死
し
た
。

　
　
社
一
九
⊥
ハ
○
年
）
　
一
一
九
頁

　
　
⑦
森
恪
の
稿
「
急
迫
せ
る
満
蒙
の
現
状
」
（
『
経
済
往
来
㎞
一
九
三
一
年
一
〇
月

　
　
号
）
九
〇
頁

　
　
⑧
関
寛
治
「
満
州
事
変
前
史
（
一
九
二
七
年
～
一
九
三
～
年
と
（
日
本
国
際
政
治

　
　
学
会
太
平
洋
戦
争
原
因
研
究
部
編
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
第
一
巻
、
朝
日
新
聞

　
　
社
一
九
六
三
年
）
註
四
五
七
頁

　
　
⑨
森
恪
の
稿
「
支
那
人
の
特
性
」
（
山
浦
貫
一
編
㎎
森
恪
臨
原
沓
房
一
九
八
二

　
　
年
）
九
五
七
頁

　
　
⑩
　
同
右
九
五
〇
頁

　
　
⑪
森
格
の
稿
「
支
那
雑
感
扁
（
同
右
『
森
恪
睡
）
九
七
九
頁
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森恪の中国政策構想（小林）

第
一
章
　
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約

　
～
九
二
九
年
七
月
に
政
友
会
田
中
内
閣
の
後
を
受
け
て
成
立
し
た
民
政
党
浜
口
雄
幸
内
閣
は
、
中
国
と
の
問
で
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
満
州
問

題
を
一
時
棚
上
げ
に
し
て
、
財
政
整
理
の
観
点
か
ら
軍
事
費
の
節
約
を
講
じ
る
べ
く
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
に
臨
み
、
～
九
三
〇
年
四
月
二

二
日
に
は
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
軍
縮
条
約
の
批
准
手
続
き
を
め
ぐ
っ
て
森
は
、
海
軍
の
国
防
・
用
兵
に
責
任
を
持
つ
軍
令
部
の
意
向
を

無
視
し
て
浜
口
内
閣
が
全
権
に
対
し
て
回
訓
案
を
発
進
し
た
と
の
主
張
を
展
開
、
倒
閣
の
中
心
的
役
割
を
演
じ
た
。
統
帥
権
干
犯
問
題
に
は
じ

ま
っ
た
こ
の
倒
閣
運
動
は
、
｝
九
三
一
年
二
月
の
幣
原
首
相
代
理
失
言
問
題
ま
で
執
拗
に
続
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
か
か
わ
っ
た
森
の
態
度
を
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

浦
貫
一
氏
は
、
「
単
純
な
る
倒
閣
熱
」
で
は
な
く
「
大
陸
政
策
の
危
機
を
防
ぐ
」
た
め
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
服
部
龍
二
氏
は
「
ロ
ン
ド
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

会
議
は
孤
立
し
た
事
象
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
は
中
国
問
題
や
移
民
問
題
と
も
連
動
し
て
」
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
山
浦
氏
は
、
森
の

倒
閣
運
動
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
半
面
、
浜
口
内
閣
の
中
国
政
策
に
対
す
る
認
識
そ
し
て
如
何
な
る
点
を
問
題
寵
し
た
の
か
と
い
う
点
に
ま

で
は
論
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
も
申
国
政
策
と
の
関
連
性
に
ま
で
言
及
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
森
の

中
国
政
策
に
お
い
て
重
要
な
意
組
合
い
を
も
つ
満
蒙
権
益
擁
護
論
と
関
連
づ
け
な
が
ら
森
の
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
へ
の
態
度
、
考
え
方
を
再
考

す
る
。

　
森
は
田
中
内
閣
に
お
い
て
外
務
政
務
次
官
に
就
任
し
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
権
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
は
兵
力
の
使
用
も
踏
肥
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
強
硬
策
を
主
張
し
、
田
中
内
閣
の
積
極
外
交
の
推
進
役
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
年
四
月
に
な
る
と
そ
の
職
を
辞
し
て
い
る
。

か
か
る
主
張
を
展
開
す
る
の
は
、
森
が
浜
ロ
内
閣
の
幣
原
外
藩
と
の
間
で
満
蒙
権
益
に
関
し
て
根
本
的
に
異
な
る
認
識
を
も
ち
、
し
か
も
権
益

擁
護
の
た
め
に
は
兵
力
の
使
用
も
辞
さ
な
い
と
の
考
え
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
満
蒙
権
益
に
関
わ
る
認
識
の
相
違
に
つ
い
て
は
、

第
四
章
で
改
め
て
言
及
す
る
。

　
森
が
浜
口
内
閣
の
倒
閣
運
動
を
展
開
し
た
時
期
、
言
い
換
え
る
と
内
閣
が
満
州
問
題
を
一
時
棚
上
げ
し
て
い
る
間
に
、
森
を
は
じ
め
と
し
て

107 （1055）



満
州
権
益
を
擁
護
す
べ
き
と
強
く
主
張
す
る
勢
力
か
ら
み
れ
ば
、
由
々
し
き
事
態
と
み
な
す
ほ
ど
満
州
情
勢
は
緊
迫
化
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

た
。
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
問
題
が
一
応
の
落
着
き
を
み
せ
た
後
の
一
九
三
〇
年
八
月
、
浜
口
内
閣
は
、
満
鉄
理
事
に
木
村
鋭
市
（
第
一
次
若
槻

内
閣
当
時
外
務
省
亜
細
亜
局
長
）
を
起
用
し
、
満
鉄
と
東
三
省
と
の
交
渉
に
当
ら
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
鉄
道
交
渉
は
進
展
を
み
せ
ず
、

強
硬
策
を
含
め
た
対
応
を
す
る
べ
し
と
の
主
張
が
強
ま
っ
て
い
た
。
満
州
で
は
、
一
九
三
〇
年
四
月
と
～
○
月
に
は
間
島
で
共
産
主
義
勢
力
に

よ
る
と
み
ら
れ
る
暴
動
が
起
こ
り
、
五
月
に
は
中
国
鉄
道
に
よ
る
物
資
輸
送
・
貿
易
に
不
可
欠
な
港
湾
整
備
が
、
萌
薦
島
に
お
い
て
着
工
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
港
湾
整
備
は
、
満
鉄
線
・
大
連
港
を
使
用
す
る
輸
送
・
貿
易
経
路
に
代
っ
て
中
国
鉄
道
・
萌
門
島
を
経
由
す
る
新
し

い
貿
易
ル
ー
ト
の
登
場
を
意
味
し
、
い
わ
ゆ
る
満
鉄
包
囲
網
計
画
の
一
部
を
な
す
も
の
で
、
南
満
州
鉄
道
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
る
も
の

　
　
　
③

で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
田
中
内
閣
時
に
恐
れ
ら
れ
た
共
産
主
義
勢
力
の
満
州
へ
の
波
及
、
そ
し
て
満
鉄
に
と
っ
て
大
き
な
不
利
益
と
も
な
り

う
る
港
湾
整
備
、
ひ
い
て
は
満
州
に
お
け
る
B
本
の
権
益
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
危
機
が
現
実
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情

勢
に
あ
っ
て
、
幣
原
外
相
は
一
九
三
〇
年
八
月
に
桑
原
参
事
官
ら
を
中
国
に
派
遣
、
共
産
主
義
勢
力
の
動
向
を
調
査
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
～
月
の
視
察
報
告
は
、
中
国
の
共
産
主
義
化
は
不
可
能
に
近
い
と
い
う
も
の
で
、
従
来
の
政
策
に
修
正
を
促
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た

幣
原
外
相
は
満
鉄
包
囲
網
に
な
り
か
ね
な
い
中
国
の
鉄
道
計
画
に
つ
い
て
も
、
満
鉄
の
経
営
に
脅
威
を
与
え
る
よ
う
な
敷
設
計
画
で
な
い
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

内
政
問
題
と
み
な
す
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
幣
原
外
相
の
対
応
は
、
権
益
侵
害
を
招
く
も
の
で
あ
り
満
州
情
勢
を
危
機
的
な
も
の
に
す
る

と
し
て
、
森
は
次
の
よ
う
に
倒
閣
運
動
を
執
拗
に
続
け
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
四
月
の
第
五
十
八
特
別
議
会
で
統
帥
権
干
犯
問
題
を
取
り

上
げ
る
こ
と
で
浜
口
内
閣
を
追
及
、
そ
れ
に
失
敗
し
た
後
も
、
枢
密
院
審
査
会
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
条
約
審
議
過
程
で
浜
口
内
閣
が
行
き
詰
る

と
み
る
や
政
友
会
臨
時
大
会
を
奉
答
前
日
の
九
月
一
六
日
に
設
定
し
て
倒
閣
運
動
を
盛
り
上
げ
た
。
と
こ
ろ
が
予
想
に
反
し
て
枢
密
院
審
査
会

は
「
御
批
准
然
る
べ
き
」
と
奉
答
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
政
友
会
臨
時
大
会
を
し
て
「
笑
止
と
い
ふ
も
愚
か
な
り
」
と
新
聞
報
道
さ
れ
る
始
末

　
　
　
⑥

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
倒
閣
運
動
は
終
息
す
る
か
に
み
え
た
が
、
翌
年
二
月
、
帝
国
議
会
委
員
会
で
幣
原
首
相
代
理
は
、
「
御
批
准
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を
以
て
、
此
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
が
国
防
を
危
う
く
す
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
明
か
」
と
発
言
し
、
そ
れ
に
対
し
て
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森
の
「
取
消
せ
」
発
言
を
機
に
倒
閣
の
動
き
が
再
燃
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
動
き
も
政
友
会
総
裁
犬
養
毅
が
収
拾
に
乗
り
出
し
、
結
局
の
と
こ

ろ
森
の
倒
閣
運
動
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
満
州
情
勢
が
一
段
と
緊
迫
化
し
て
い
く
な
か
で
満
蒙
権
益
は
危
機
的
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
森
は
、
浜
ロ
内
閣
を
退

陣
せ
し
め
、
政
友
会
内
閣
の
手
で
中
国
政
策
を
刷
新
し
て
満
蒙
権
益
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
倒
閣
運
動
が
失
敗
に
終
わ
っ
た

後
、
一
九
三
一
年
六
月
に
陸
軍
参
謀
本
部
中
村
大
尉
が
丘
ハ
要
地
誌
調
査
中
に
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
、
七
月
に
は
万
宝
山
に
入
植
し
た
朝

鮮
人
農
罠
の
用
水
路
工
事
を
巡
っ
て
衝
突
事
件
が
起
き
る
。
そ
し
て
つ
い
に
九
月
一
八
日
柳
條
溝
事
件
（
満
州
事
変
）
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。

森恪の中国政策構想（小林）

①
前
掲
噸
森
恪
㎞
六
七
一
頁

②
服
部
龍
二
「
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
と
日
米
関
係
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
駐
日
米

　
国
大
使
の
眼
差
し
1
駄
（
糊
史
学
雑
誌
㎞
第
＝
一
一
篇
第
七
号
二
〇
〇
三
年
）
五

　
九
、
六
一
頁

③
満
鉄
平
行
線
は
張
工
面
が
計
画
し
建
設
し
始
め
た
も
の
で
「
お
も
に
北
満
の
大

　
豆
を
奉
天
経
由
で
オ
ラ
ン
ダ
の
資
本
で
造
ら
れ
た
山
海
関
付
近
の
胡
藍
島
に
運
び
、

　
海
外
へ
輸
出
し
よ
う
と
す
る
扁
も
の
で
あ
っ
た
。
（
有
田
八
郎
『
馬
鹿
八
と
人
は

　
い
う
一
外
交
官
の
圓
想
臨
光
和
堂
一
九
四
一
年
四
二
頁
）
。
こ
の
築
港
計
画
に
対

　
す
る
日
本
で
の
評
価
は
、
二
分
さ
れ
て
悲
観
論
と
楽
観
論
と
に
分
か
れ
て
い
た
。

　
楽
観
論
で
は
港
湾
能
力
が
小
さ
い
こ
と
な
ど
大
連
に
と
っ
て
致
命
的
な
打
撃
と
は

第
二
章
満
州
事
変

　
な
ら
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
（
尾
形
洋
｝
「
東
北
交
通
委
員
会
と
所
謂
「
満
鉄

　
包
囲
鉄
道
網
計
画
」
」
『
史
学
雑
誌
睡
八
六
巻
八
号
一
九
七
七
年
五
八
頁
）

④
臼
井
勝
美
欄
満
州
事
変
－
戦
争
と
外
交
』
（
中
央
公
論
社
一
九
七
四
年
）
九

　
頁
⑤
幣
原
平
和
財
団
編
『
幣
原
喜
重
郎
隔
（
幣
原
平
和
財
団
一
九
五
五
年
）
四
六
一

　
頁
⑥
『
東
京
朝
日
新
聞
匝
～
九
三
〇
年
九
月
一
八
日

⑦
『
政
友
』
三
六
六
口
器
九
＝
二
年
三
月
五
四
頁
、
な
お
引
用
文
は
旧
漢
字
を
概

　
ね
新
漢
字
に
改
め
た
。
以
下
同
様

　
関
東
州
の
防
衛
と
南
満
州
鉄
道
の
警
備
の
任
を
担
う
関
東
軍
は
、
満
州
問
題
に
つ
い
て
軍
事
的
側
面
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
満
州
事
変

前
に
お
い
て
は
、
森
と
同
様
、
権
益
擁
護
の
た
め
に
は
軍
事
的
行
動
も
排
除
し
な
い
と
の
考
え
を
持
ち
、
満
州
事
変
を
引
き
起
こ
し
た
。
本
稿

は
満
州
事
変
勃
発
当
時
の
森
発
言
な
ど
を
通
し
て
、
森
と
関
東
軍
と
の
関
連
性
、
．
そ
し
て
森
と
関
東
軍
が
そ
れ
ぞ
れ
列
国
あ
る
い
は
九
力
国
条

！09 （ユ057）



約
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

（一

j
　
満
　
鮮
　
視
　
察
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満
州
情
勢
が
一
段
と
緊
迫
の
度
合
い
を
増
す
中
、
政
友
会
は
満
鮮
地
方
視
察
に
総
務
の
森
（
一
九
三
一
年
三
月
に
総
務
に
就
任
）
、
そ
し
て
代
議

士
の
山
崎
猛
と
東
條
貞
を
派
遣
し
、
山
浦
貫
～
氏
も
新
聞
記
者
と
し
て
同
行
し
た
。
こ
の
視
察
は
七
月
一
六
日
か
ら
八
月
一
五
日
と
約
一
ヶ
月

に
わ
た
る
も
の
で
、
朝
鮮
、
奉
天
、
ハ
ル
ビ
ン
、
大
連
、
間
島
な
ど
を
訪
れ
た
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
、
山
浦
氏
は
「
対
客
国
策
の
転
換
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
る
べ
き
森
の
重
大
行
動
で
あ
っ
た
」
と
、
ま
た
「
出
発
前
に
は
陸
軍
方
面
と
十
分
な
打
合
せ
が
遂
げ
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
彼
等
（
関
東
軍
司
令
官
本
庄
繁
、
参
謀
石
原
莞
爾
等
一
筆
者
注
）
と
如
何
な
る
内
容
を
語
り
、
如
何
な
る
秘
策
を
練
っ
た
か
知
る
由
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
だ
東
亜
の
歴
史
を
百
八
十
度
転
換
さ
せ
る
必
要
に
基
い
た
話
し
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
す
る
の
み
」
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、

森
が
関
東
軍
に
よ
る
満
州
事
変
を
事
前
に
承
知
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
満
州
政
策
転
換
の
契
機
と
す
る
考
え
で

一
致
し
て
い
た
こ
と
を
推
論
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
森
の
発
一
醤
と
行
動
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。

　
森
は
満
鮮
地
方
視
察
の
様
子
を
八
月
三
一
日
の
政
友
会
連
絡
会
で
「
危
殆
に
陥
れ
る
帝
国
の
存
立
権
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て

い
る
。

　
　
　
「
満
蒙
は
日
支
官
民
の
無
気
味
な
る
対
立
、
或
意
味
に
総
て
は
事
実
上
交
戦
直
前
の
状
態
（
中
略
）
政
治
外
交
の
指
導
方
針
は
赤
露
の
暴
れ
を
模
倣
し
て

　
　
居
る
。
（
中
略
）
今
日
は
日
本
が
如
何
に
協
調
し
譲
歩
す
る
も
既
に
臼
支
関
係
を
合
理
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
不
可
能
の
状
態
に
陥
っ
て
居
る
。
（
中
略
）

　
　
満
蒙
を
現
状
の
儘
に
推
移
せ
し
む
れ
ば
日
本
は
結
局
満
蒙
か
ら
退
か
ざ
る
を
得
な
い
事
に
な
る
。
退
か
ざ
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
即
ち
現
状
打
開
方
策
を
講
ぜ

　
　
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
中
略
）
我
存
立
権
は
田
々
土
崩
瓦
壊
し
行
く
の
み
で
あ
る
。
こ
の
状
態
を
挽
期
し
日
支
関
係
を
合
理
的
位
置
に
取
戻
す
為
に
は
国
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
発
動
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
確
信
す
る
」

満
州
か
ら
退
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
現
状
を
打
開
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
打
開
方
法
と
は
、
外
交
交
渉
で
は
解
決
へ
の
道
は
開
か
れ
な



森恪の中国政策構想（小林）

い
以
上
、
「
国
力
の
発
動
」
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
国
力
の
発
動
」
は
必
ず
し
も
「
武
力
行
使
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
巾
森
は
こ
の
満
鮮
墾
。
で
満
州
は
「
事
実
上
交
戦
直
前
の
状
態
で
あ
る
と
も
言
へ
る
」
と
い
い
・
灘
報
告
直
後
の
九
月
六
日
執
筆
の

「
急
迫
せ
る
満
蒙
の
現
状
」
の
中
で
「
具
体
的
に
何
を
指
す
か
私
個
人
と
し
て
は
、
勿
論
案
を
有
し
て
い
る
が
、
今
日
は
ま
だ
公
表
し
実
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

得
る
時
期
に
到
達
し
て
い
な
い
」
と
満
州
事
変
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
も
と
れ
る
表
現
を
し
て
い
る
。
ま
た
犬
養
健
の
回
想
は
、
森
は
満
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

視
察
の
際
に
「
「
事
変
」
の
計
画
の
延
び
て
い
る
現
地
軍
を
激
励
し
て
い
た
」
と
記
し
て
お
り
、
関
東
軍
と
意
見
交
換
を
し
た
こ
と
は
間
違
い

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
視
察
前
の
六
月
に
起
き
た
中
村
大
尉
殺
害
事
件
直
後
、
森
は
「
直
ぐ
兵
を
動
か
せ
」
と
主
張
し
、
「
こ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

満
州
問
題
を
解
決
し
て
し
ま
は
ね
ば
い
か
ぬ
」
と
の
固
い
信
念
を
持
っ
て
い
た
と
鈴
木
貞
一
は
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
満
州
事
変
の
首
謀
者
で

あ
る
関
東
軍
参
謀
石
原
莞
爾
は
、
事
件
は
満
州
問
題
解
決
の
た
め
の
端
緒
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
関
係
面
で
も
好
機
で
あ
る
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

武
力
行
使
す
べ
し
と
考
え
、
そ
れ
を
陸
軍
中
央
に
意
見
具
申
し
て
い
た
。
つ
ま
り
森
、
そ
し
て
石
原
は
共
に
満
州
問
題
を
解
決
す
べ
き
時
期
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
満
州
問
題
解
決
に
緊
急
性
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
何
ら
か
の
起
爆
剤
が
あ
れ
ば
、
行
動
を
起

こ
す
べ
き
と
さ
せ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
四
月
～
四
日
の
重
光
葵
代
理
公
使
と
王
正
員
外
交
部
長
と
の
会
談
に
お
い
て
、
中
国
の
利
権
回
収
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

対
象
に
満
州
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
丁
度
起
爆
剤
と
な
り
得
る
中
村
大
尉
殺
害
事
件
が
起
こ

り
、
し
か
も
森
の
視
察
当
時
こ
の
殺
害
事
件
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
殺
害
事
件
の
対
応
に
つ
き
、
森
と
石
原
の
間
で
話
題
と

さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
だ
が
、
森
と
石
原
を
つ
な
げ
る
も
の
は
、
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
そ
の
点
に
言
及
し
た
い
。

　
田
中
内
閣
総
辞
職
の
原
因
と
な
っ
た
張
作
森
爆
殺
事
件
の
首
謀
者
河
本
大
作
（
満
州
事
変
時
は
予
備
役
）
は
、
後
年
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。
満
州
問
題
は
武
力
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
し
と
森
ほ
か
に
説
き
、
満
州
事
変
前
後
に
は
関
東
軍
、
満
鉄
、
陸
軍
中
央
と
の
間
の
仲
介
役
を
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

め
、
満
州
事
変
の
下
支
え
役
を
し
た
と
。
ま
た
、
満
州
事
変
直
前
の
九
月
七
日
に
工
作
資
金
を
石
原
に
手
渡
し
て
い
る
。
そ
の
河
本
と
森
は
東

方
会
議
以
来
の
知
己
で
あ
り
、
河
本
が
張
作
霧
爆
殺
事
件
の
関
係
で
一
九
三
〇
年
七
月
に
予
備
役
と
な
っ
た
時
に
は
、
森
は
自
ら
が
経
営
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

中
公
司
の
顧
問
と
し
て
処
遇
し
て
、
資
金
面
で
支
援
し
、
頻
繁
に
連
絡
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
一
九
三
〇
年
｝
○
月
に
起
こ
っ
た
台
湾
で
の
排

1ユ1 （1059）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

筋
運
動
（
霧
社
事
件
）
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
を
河
本
に
依
頼
し
て
い
た
。
つ
ま
り
森
と
知
己
の
関
係
で
あ
る
河
本
は
、
満
州
問
題
の
武
力
解

決
を
め
ざ
し
て
石
原
を
支
援
し
た
の
み
な
ら
ず
、
満
州
問
題
解
決
を
願
う
人
達
の
仲
介
役
を
し
た
、
い
わ
ば
、
裏
の
実
行
者
で
あ
っ
た
。
と
す

れ
ば
、
河
本
が
森
の
満
面
地
方
視
察
時
に
お
け
る
石
原
と
の
仲
介
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
森
と
の
面
談
の
際
に
、
石
原
は
ど
の

よ
う
な
満
州
問
題
解
決
の
対
策
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
既
述
し
た
と
お
り
、
石
原
は
殺
害
事
件
を
契
機
と
す
る
武
力
行
使
の
意
見
具
申

を
陸
軍
中
央
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
陸
軍
中
央
は
排
日
行
動
が
発
展
し
た
場
合
に
は
、
軍
事
行
動
を
と
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
え
な
い
と
の
考
え
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
軍
事
行
動
に
対
し
て
列
国
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
陸
軍
中

央
の
対
応
に
不
満
を
持
つ
石
原
は
、
軍
事
課
長
永
田
鉄
山
宛
の
書
簡
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
中
央
出
先
相
互
に
十
分
了
解
し
て
気
持

よ
く
事
に
当
る
こ
と
肝
要
な
る
こ
と
申
す
迄
も
煮
冷
礼
に
倣
は
さ
る
我
等
の
罪
大
な
る
こ
と
万
々
承
知
致
居
り
候
も
出
先
は
動
も
す
れ
ば
神
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
尖
ら
し
む
る
も
の
な
る
こ
と
も
御
諒
察
」
と
。
こ
れ
は
意
見
具
申
不
採
用
に
対
し
て
、
出
先
機
関
即
ち
関
東
軍
の
単
独
行
動
と
い
う
形
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

武
力
行
使
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
こ
の
書
簡
の
日
付
八
月
＝
一
日
に
森
は
視
察
を
終
え
て
、
下
関
に
帰
着
し
て
お
り
、
石
原

が
そ
の
書
簡
で
暗
示
す
る
「
単
独
行
動
」
案
を
森
の
視
察
期
間
中
に
提
示
し
た
、
あ
る
い
は
両
者
の
話
し
合
い
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示

唆
す
る
。
即
ち
、
森
の
九
月
六
日
付
草
稿
「
急
迫
せ
る
満
蒙
の
現
状
」
に
い
う
「
勿
論
案
を
有
し
て
い
る
が
、
今
日
は
ま
だ
公
表
し
実
行
し
得

る
時
期
に
到
達
し
て
い
な
い
」
と
は
、
石
原
が
抱
懐
す
る
行
動
案
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
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（
二
）
満
州
事
変
後
の
対
旛

　
満
州
事
変
は
満
鉄
線
路
が
爆
破
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
爆
破
は
関
東
軍
の
手
に
よ
る
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
が
後

に
判
明
し
た
が
、
当
時
は
中
国
側
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
陸
軍
中
央
は
関
東
軍
の
軍
事
行
動
を
至
当
な
も
の
と
判
断
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

満
州
問
題
解
決
の
動
機
と
す
る
方
針
を
確
定
し
た
。
そ
の
解
決
と
は
、
既
得
権
益
の
完
全
な
確
保
で
あ
り
満
州
の
軍
事
的
占
領
で
は
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
関
東
軍
は
、
既
得
権
益
の
侵
害
に
対
す
る
武
力
行
使
は
九
力
国
条
約
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
な
が
ら
も
、
も
し
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九
諸
国
条
約
に
抵
触
す
る
行
為
を
し
た
と
し
て
も
、
列
国
は
積
極
的
に
刃
向
か
わ
な
い
と
の
見
方
を
し
て
、
陸
軍
中
央
と
は
異
な
り
既
得
権
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
満
州
占
領
、
領
土
化
を
目
的
と
し
、
戦
線
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
事
実
、
当
時
の
世
界
経
済
は
、
一
九
二
九
年
～
○
月

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
の
株
価
暴
落
に
始
ま
っ
た
恐
慌
が
当
初
の
見
通
し
と
異
な
り
、
回
復
の
兆
し
を
見
せ
ず
、
　
九
三
　
年
九
月
に

は
英
国
が
通
貨
切
り
下
げ
を
実
施
し
、
国
際
金
本
位
体
制
の
崩
壊
が
始
ま
る
と
い
う
情
勢
に
あ
っ
て
、
列
国
は
国
内
対
策
を
優
先
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
森
は
関
東
軍
が
抱
懐
す
る
九
力
国
条
約
に
違
背
す
る
満
州
占
領
、
領
土
化
を
容
認
す
る
考
え
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
そ
の
点
に
つ
い
て
雷
及
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
森
は
満
州
事
変
直
前
の
座
談
会
に
お
い
て
、
「
今
日
以
後
結
局
日
本
の
運
命
を
支
配
す
る
も
の
は
私
は
外
交
だ
と
思
う
」
と
い
い
「
日
本
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

満
州
に
お
い
て
や
る
の
は
領
土
を
侵
そ
う
と
い
う
の
で
も
な
い
」
と
発
下
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
満
州
事
変
を
意
識
し
、
そ
の
後
の
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
か
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
満
州
領
土
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
武
力
行
使
の
後
は
外
交
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
武
力
行
使
を
外
交
的
に
解
決
で
き
る
範
囲
に
止
ま
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
、
言
い
換
え
る
と
列
国
が
容
認
す

る
範
囲
、
九
力
国
条
約
に
違
背
す
る
行
為
で
な
い
範
囲
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
満
州
事
変
直
後
の
寄
稿
文
「
満
州
問
題
を
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

う
み
る
か
」
を
み
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
「
支
那
殊
に
満
蒙
」
と
満
州
を
中
国
の
一
部
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、
「
満
蒙
が
我
国
の

生
命
で
あ
る
」
と
満
州
の
重
要
性
を
強
調
し
、
「
満
蒙
に
於
け
る
（
中
略
）
正
当
の
条
約
に
基
く
権
利
は
躁
醐
さ
れ
、
利
益
は
殿
損
さ
れ
」
た

こ
と
に
対
し
て
「
こ
れ
等
諸
懸
案
の
解
決
に
努
力
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
亦
当
然
」
と
満
州
事
変
の
正
当
性
を
主
張
、
続
け
て
そ
の
事
変
の
目
的

と
す
る
と
こ
ろ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
支
那
、
満
蒙
に
於
け
る
我
国
の
特
殊
権
益
と
は
如
何
。
（
中
略
）
要
す
る
に
支
那
に
於
け
る
我
国
の
最
大
の
権
益
は
支
那
四
億
の
人
間
の
生
産
力
と
購

　
　
買
力
で
あ
る
。
（
中
略
）
支
那
人
の
生
産
力
と
云
ふ
も
の
は
日
本
の
生
産
事
業
に
対
す
る
膨
大
な
原
料
供
給
の
泉
源
で
あ
る
。
生
産
力
を
日
支
交
易
で
助

　
　
長
ず
る
こ
と
に
依
っ
て
、
支
那
は
更
に
莫
大
な
る
購
買
力
を
生
み
出
す
（
中
略
）
満
蒙
方
面
に
於
け
る
生
産
力
は
我
国
の
産
業
を
培
ひ
、
そ
の
消
費
力
は

　
　
我
国
の
貿
易
を
繁
盛
な
ら
し
め
（
中
略
）
支
那
人
が
速
や
か
に
内
争
を
止
め
て
支
那
金
体
が
平
和
で
あ
り
、
開
放
的
で
あ
り
、
合
理
的
な
、
内
外
人
共
平
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⑳

　
　
和
に
事
業
に
安
心
し
て
従
事
で
き
る
や
う
な
状
態
に
な
っ
て
貰
ひ
度
い
と
云
ふ
希
望
以
外
に
実
は
何
に
も
な
い
」

満
州
を
含
め
た
中
国
の
生
産
力
と
購
買
力
は
地
理
的
に
隣
接
す
る
日
本
に
し
て
み
れ
ば
特
殊
権
益
と
な
る
、
そ
し
て
そ
の
生
産
力
は
日
本
に
対

す
る
原
料
供
給
源
で
あ
り
中
国
の
購
買
力
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
、
特
に
満
州
の
生
産
力
は
日
本
の
産
業
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
生
み
出
す
購
買
力
は
日
歯
貿
易
を
盛
ん
に
す
る
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
、
中
国
が
平
和
で
開
放
的
で
し
か
も
内
外
人
が
事

業
展
開
で
き
る
環
境
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
森
の
主
張
は
満
州
事
変
を
正
当
化
す
る
た
め
の
も
の
と
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
し
、

内
外
人
の
外
人
を
日
本
人
を
対
象
と
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
満
州
の
領
土
化
を
念
頭
に
お
い
て
い

る
と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で
次
に
、
一
九
三
一
年
～
○
月
一
九
日
の
政
友
会
緊
急
代
議
士
会
に
お
け
る
「
東
方
会
議
の
決
議
」
と
題
す
る
森
総

務
演
説
を
み
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
、
「
東
方
会
議
」
の
決
議
を
引
用
、
下
記
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　
　
「
同
地
方
（
満
蒙
i
筆
者
注
）
の
平
和
維
持
経
済
発
展
に
よ
り
内
外
人
安
住
の
地
た
ら
し
む
る
こ
と
は
接
壌
隣
邦
と
し
て
特
に
責
務
を
感
ぜ
ざ
る
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
ず
、
然
り
而
し
て
満
蒙
南
北
を
通
じ
て
均
し
く
門
戸
開
放
機
会
均
等
の
主
義
に
依
り
、
内
外
人
の
経
済
的
活
動
を
促
す
」

九
力
国
条
約
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
門
戸
開
放
」
そ
し
て
「
機
会
均
等
」
・
を
強
調
す
る
こ
の
発
言
を
考
え
合
わ
せ
、
筆
者
は
森
が
満
州
に
お

い
て
「
門
戸
開
放
」
そ
し
て
「
機
会
均
等
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
九
興
国
条
約
を
念
頭
に
置
く
こ
と
は
、
列
国
と
の
摩

擦
を
圃
避
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
営
力
国
条
約
は
一
九
二
一
年
＝
月
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
会
議

に
お
い
て
、
海
軍
主
力
艦
の
制
限
と
と
も
に
東
ア
ジ
ア
特
に
中
国
に
関
す
る
新
秩
序
が
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
結
果
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
条
約
に
違
背
す
る
こ
と
は
、
米
国
、
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
列
国
と
の
間
で
緊
張
を
も
た
ら
す
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
関
東
軍
と
森
は
、
満
蒙
権
益
擁
護
そ
し
て
行
動
す
べ
き
時
期
の
判
断
に
つ
い
て
同
様
の
見
解
を
も
っ
て
は
い
た
が
、
九
力
量
条
約
・
列
国
に

対
す
る
考
え
方
を
異
に
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
満
州
事
変
後
の
対
応
の
違
い
と
し
て
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

言
及
す
る
。
満
州
事
変
は
日
本
政
府
の
方
針
に
相
違
し
て
、
関
東
軍
が
独
断
専
横
す
る
形
で
拡
大
を
続
け
、
錦
州
を
爆
撃
し
、
チ
チ
ハ
ル
へ
進

攻
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
際
連
盟
理
事
会
は
一
九
三
一
年
一
二
月
一
〇
日
に
調
査
団
の
派
遣
を
決
定
し
た
。
事
変
処
理
に
も
た
つ
き
、
内
外
に
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森恪の申國政策構想（小林）

お
い
て
信
頼
を
失
っ
た
若
槻
内
閣
は
一
二
月
に
総
辞
職
、
代
っ
て
犬
養
内
閣
が
成
立
、
森
は
内
閣
書
記
宮
長
に
就
任
し
た
。
関
東
軍
は
南
北
満

州
占
領
策
を
志
向
し
て
い
た
も
の
の
、
陸
軍
中
央
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
に
な
ら
ず
、
や
む
な
く
九
月
二
二
日
頃
満
蒙
独
立
策
と
い
う
実
質
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

取
る
方
策
に
方
針
変
更
し
た
。
し
か
し
、
関
東
軍
の
動
き
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
陸
軍
中
央
は
、
「
関
東
軍
が
帝
国
よ
り
独
立
し
て
満
蒙
を
支
配

せ
ん
と
す
る
が
如
き
新
た
な
る
企
画
は
こ
れ
を
さ
し
雇
う
べ
し
」
と
い
う
電
文
を
、
陸
軍
大
臣
荒
木
貞
夫
か
ら
関
東
軍
司
令
官
本
庄
繁
に
打
電

　
⑳
し
た
。
更
に
、
一
九
三
二
年
一
月
六
日
陸
海
外
三
省
に
よ
る
協
定
案
「
支
那
問
題
処
理
方
針
要
綱
」
を
、
荒
木
陸
相
の
要
請
に
よ
り
上
京
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
墨
黒
高
級
参
謀
板
垣
征
四
郎
に
呈
示
し
て
、
陸
軍
中
央
の
意
思
並
び
に
主
導
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
森
は
～
月
一
〇
日
に
板
垣
と
面
談
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
府
の
外
交
方
針
と
対
満
蒙
方
策
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
関
東
軍
は
、
満
州
国
の
指
導
的
役
割
を
関
東
軍
司
令
部
が
果
た
す
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
「
満
蒙
問
題
善
後
処
理
要
綱
」
を
一
月
二
七
日
に
策
定
し
て
、
関
東
軍
主
導
の
意
向
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
関
東
軍
の
動
き
を
受

け
て
、
森
は
　
月
～
五
日
原
田
熊
雄
に
、
「
関
東
軍
を
あ
あ
し
て
お
い
て
は
い
か
ん
。
ど
う
し
て
も
今
の
内
に
引
締
め
て
も
ら
ひ
た
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

（
中
略
）
関
東
軍
は
ど
う
に
も
な
ら
ん
か
ら
、
こ
の
際
、
陛
下
が
御
自
身
で
出
先
を
締
め
ら
れ
な
け
れ
ば
」
と
語
っ
て
い
る
。
更
に
「
伊
東
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

代
治
を
委
員
長
に
、
平
沼
あ
た
り
を
委
員
に
し
て
、
出
先
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
る
よ
り
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
関
東
軍
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
対
策
と
し
て
委
員
会
設
置
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
提
案
を
、
外
務
省
亜
細
亜
局
長
谷
正
之
に
対
し
て
示
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
日
本
政
府
の
主
導
で
満
州
問
題
処
理
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
森
は
、
「
対
満
蒙
実
行
策
案
審
議
会
」
の
設
置
を
主
唱
し
、

二
月
一
七
日
に
犬
養
首
相
の
決
裁
を
得
て
、
「
対
満
蒙
実
行
策
案
審
議
会
規
定
」
を
策
定
し
た
。
そ
の
規
定
に
は
、
対
塁
蒙
実
行
案
の
立
案
は

「
支
那
問
題
処
理
方
針
及
び
要
綱
」
に
基
づ
く
と
さ
れ
、
実
行
案
の
掲
当
区
分
、
そ
し
て
優
先
順
位
も
示
さ
れ
て
お
り
、
第
一
に
森
が
重
要
視

す
る
「
治
安
維
持
に
関
す
る
事
項
」
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
審
議
会
の
委
員
長
に
は
内
閣
書
記
官
長
が
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
審
議
会

規
定
」
に
い
う
「
処
理
方
針
及
び
要
綱
」
と
は
、
時
系
列
か
ら
み
て
～
月
六
日
陸
海
外
三
省
に
よ
る
協
定
案
「
支
那
問
題
処
理
方
針
要
綱
」
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
満
蒙
分
離
、
治
安
維
持
を
日
本
が
担
う
旨
、
門
戸
開
放
、
機
会
均
等
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
満
蒙
は
之
を
差
当
支
那
本
部
政
権
よ
り
分
離
独
立
せ
る
一
政
権
の
統
治
支
配
地
域
と
し
（
申
略
）
現
下
に
於
け
る
満
蒙
の
治
安
維
持
は
主
と
し
て
帝
国
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之
に
任
し
（
中
略
）
各
般
の
施
措
の
実
行
に
当
り
て
は
努
め
て
国
際
法
乃
至
国
際
条
約
抵
触
を
避
け
（
中
略
）
満
蒙
に
於
け
る
経
済
的
機
構
に
徹
底
的
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
善
を
加
へ
以
て
門
戸
開
放
機
会
均
等
の
原
則
を
維
持
し
」
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
事
項
は
、
～
九
一
三
年
一
〇
月
一
九
日
の
政
友
会
緊
急
代
議
士
会
で
の
「
東
方
会
議
の
決
議
」
と
題
す
る
森
総
務
演
説
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
満
蒙
を
特
殊
地
域
と
な
す
満
蒙
分
離
」
、
「
門
戸
解
放
機
会
均
等
の
主
義
に
依
り
、
内
外
人
の
経
済
的
活
動
を
促
す
」
な
ど
、
森
の
満
州
政
策

を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、
「
支
那
問
題
処
理
方
針
要
綱
」
に
基
づ
く
と
は
、
森
の
満
州
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

意
味
す
る
。
森
は
自
ら
を
委
員
長
と
す
る
審
議
会
で
も
っ
て
、
出
先
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
森
の
満
州
政
策
の
も
と
で
満
州
問
題

を
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
森
は
満
蒙
権
益
擁
護
の
た
め
、
満
州
事
変
と
い
う
武
力
行
使
策
を
選
択
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
関
東
軍
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
と
は
～
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
森
の
「
満
州
問
題
」
処
理
案
は
、
し
か
し

な
が
ら
、
犬
養
内
閣
が
五
・
一
五
事
件
で
倒
れ
森
自
身
も
七
月
に
病
に
倒
れ
た
た
め
中
断
し
た
。

（
三
）
　
対
国
民
政
府
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
満
州
事
変
後
身
蒙
分
離
が
具
体
的
な
形
を
な
し
て
き
た
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
、
満
州
の
主
権
は
中
国
に
あ
る
と
し
た
上
で
、
満
州
と
日
本
は

特
殊
関
係
に
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
森
は
、
国
民
政
府
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
田
中
内
閣
成
立
直
後
の
一
九
二
七
年
六
月
末
に
開
催
さ
れ
た
東
方
会
議
の
最
終
日
に
、
森
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
中
国
統
一
を

め
ざ
す
国
罠
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
の
最
中
に
あ
る
中
国
を
「
黒
甜
な
る
政
府
の
成
立
を
求
む
る
は
殆
と
期
し
得
へ
か
ら
さ
る
こ
と
」
と
統
～
は

困
難
で
あ
ろ
う
と
い
い
、
「
国
民
党
中
其
の
主
義
主
張
が
共
産
派
と
反
対
に
（
中
略
）
其
の
実
行
手
段
も
余
り
矯
激
に
亙
ら
さ
る
所
謂
穏
健
分

子
に
対
し
て
は
（
中
略
）
其
の
要
望
の
達
成
を
高
く
る
こ
と
寧
ろ
支
那
全
体
を
平
和
に
導
く
」
と
穏
健
勢
力
を
支
援
す
る
と
。
森
は
共
産
主
義

は
日
本
の
聖
体
を
危
う
く
す
る
と
い
う
基
本
認
識
を
持
ち
、
田
中
内
閣
成
立
前
の
中
国
視
察
を
も
と
に
、
そ
の
勢
力
の
浸
透
は
申
国
本
土
の
み

な
ら
ず
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
権
益
に
危
…
機
を
も
た
ら
す
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
認
識
に
立
っ
て
、
共
産
主
義
勢
力
の
伸
張
を
警
戒

！16 （ユ064）
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し
、
そ
の
勢
力
と
考
え
を
異
に
す
る
穏
健
勢
力
を
支
援
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
権
益
擁
護
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
田

中
内
閣
に
お
い
て
外
務
政
務
次
官
に
就
任
し
た
森
は
、
張
作
森
爆
殺
事
件
後
張
学
良
に
よ
る
平
倉
、
そ
し
て
国
民
政
府
に
よ
る
中
国
統
一
後
も

そ
の
認
識
を
持
ち
続
け
、
田
中
内
閣
が
国
民
政
府
と
の
関
係
改
善
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
に
反
対
し
た
。
圏
民
政
府
は
一
九
二
八
年
七
月
に
米

国
と
の
間
で
関
税
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
事
実
上
そ
の
承
認
を
得
て
、
そ
れ
を
機
に
不
平
等
条
約
の
廃
棄
を
宣
言
し
、
日
本
に
対
し
て
は
通

商
条
約
無
効
を
通
告
し
た
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
革
命
外
交
を
推
し
進
め
る
国
民
政
府
の
動
き
に
対
し
て
、
森
は
条
約
破
棄
通
告
を
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

う
な
国
民
政
府
と
真
剣
に
交
渉
で
き
な
い
、
そ
し
て
政
府
と
認
め
て
い
な
い
と
玉
眼
、
一
九
二
九
年
二
月
の
帝
国
議
会
で
も
「
国
権
の
単
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

対
手
国
が
日
本
帝
国
な
り
と
云
ふ
が
如
き
暴
言
を
到
る
所
に
於
て
致
し
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
今
日
支
那
政
治
家
の
大
半
」
と
発
言
し
て
い

た
。
森
の
こ
う
し
た
考
え
方
に
対
し
て
、
田
中
首
相
の
み
な
ら
ず
東
方
会
議
以
降
、
森
と
共
に
強
硬
な
政
策
を
主
張
し
て
い
た
外
務
次
官
吉
田

茂
も
中
圏
政
策
を
転
換
す
べ
き
と
す
る
方
向
に
傾
く
。
森
は
、
一
九
二
九
年
四
月
、
外
務
政
務
次
官
を
辞
し
、
直
後
政
友
会
幹
事
長
に
就
任
し

た
。　

一
九
二
九
年
七
月
田
中
内
閣
の
総
辞
職
を
受
け
て
登
場
し
た
浜
口
内
閣
で
も
満
州
問
題
は
解
決
に
向
け
て
進
展
せ
ず
、
同
内
閣
を
引
き
継
い

だ
若
槻
内
閣
は
満
州
事
変
の
対
応
に
つ
ま
ず
き
一
九
三
一
年
一
二
月
に
総
辞
職
、
そ
し
て
政
友
会
犬
養
内
閣
が
成
立
し
た
。
こ
の
犬
養
内
閣
で

内
閣
書
記
官
長
に
就
任
し
た
森
は
、
中
国
政
策
を
直
接
的
に
遂
行
す
る
役
職
で
は
な
い
も
の
の
、
自
ら
の
中
国
政
策
を
実
現
し
た
い
意
向
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
た
。
森
は
そ
の
役
職
な
が
ら
閣
議
に
出
席
し
、
ま
た
外
務
大
臣
芳
澤
謙
吉
に
対
し
て
「
元
老
に
報
告
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
政
治
的
な
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
含
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
後
は
事
前
に
書
記
官
長
に
断
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
注
文
を
つ
け
た
と
こ
ろ
に
も
ぞ
う
し
た
意
向
は
現
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
犬
養
首
相
は
、
気
心
の
知
れ
た
芳
澤
を
外
務
大
臣
に
任
命
、
首
相
自
身
の
抱
懐
す
る
中
国
政
策
を
推
し
進
め
て
国
民
政

府
と
の
関
係
を
改
善
、
そ
れ
を
梯
子
に
満
蒙
権
益
を
擁
護
し
よ
う
と
考
え
、
組
閣
直
後
に
は
秘
密
裏
に
萱
野
長
知
を
中
国
に
派
遣
し
て
国
民
政

府
と
交
渉
さ
せ
た
。
そ
こ
に
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
政
府
高
官
が
国
民
政
府
内
に
残
っ
て
い
る
間
に
、
そ
の
関
係
を
生
か
す
こ
と
が
最
善
と
の

判
断
が
あ
っ
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
国
民
政
府
は
田
中
内
閣
当
時
に
統
一
を
は
た
し
た
も
の
の
、
満
州
事
変
当
時
に
お
い
て
は
蒋
介
石
勢
力
と
反
蒋
介
石
勢
力

に
分
裂
、
一
九
三
一
年
～
二
月
に
蒋
介
石
は
下
野
、
同
月
の
国
民
党
第
四
期
～
中
全
会
に
お
い
て
穏
健
派
と
目
さ
れ
る
蒋
介
石
勢
力
は
要
職
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

離
れ
広
東
政
府
勢
力
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
犬
養
首
相
に
よ
る
秘
密
交
渉
は
、
在
上
海
公
使
重
光
葵
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
外
務

省
に
は
現
地
で
の
動
き
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
犬
養
首
相
と
萱
野
長
知
と
の
問
で
交
わ
さ
れ
た
秘
密
電
報
も
陸
軍
、
そ
し
て
森
の
知
る
と
こ
ろ
と

　
⑭
な
る
。
そ
し
て
外
務
省
、
陸
軍
、
森
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
犬
養
の
対
中
秘
密
交
渉
は
失
敗
に
帰
し
た
。
秘
密
交
渉
と
い
う
手
法
上
の
問
題
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
主
た
る
要
因
は
、
陸
海
外
三
省
の
関
係
課
長
に
よ
る
協
議
で
決
定
さ
れ
た
「
支
那
問
題
処
理
方

針
要
綱
」
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
如
く
の
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
支
那
本
部
政
権
の
満
蒙
問
題
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
政
権
を
し
て
満
蒙
に
対
す
る
一
切
の
主
張
を
自
然
に
断
念
せ
し
む
る
ご
と
く
し
む
く
る

　
　
を
以
て
主
旨
と
す
。
し
た
が
っ
て
同
問
題
に
関
す
る
支
那
本
部
政
権
と
の
復
讐
交
渉
は
、
で
き
う
る
限
り
こ
れ
を
遷
延
す
る
の
策
を
と
り
（
中
略
）
支
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
本
部
に
お
け
る
赤
化
運
動
な
ら
び
に
反
日
軍
閥
お
よ
び
反
日
政
党
の
覆
滅
を
期
す
」

　
要
す
る
に
、
国
民
政
府
と
の
交
渉
は
時
期
尚
早
で
あ
る
、
共
産
主
義
勢
力
の
衰
微
を
待
ち
満
蒙
分
離
構
想
に
沿
っ
て
処
理
で
き
る
時
期
に
な

っ
て
後
に
満
州
問
題
に
つ
い
て
の
交
渉
を
行
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
国
民
政
府
内
に
お
け
る
共
産
主
義
勢
力
の
影
響
力
低
下
を
待
つ
べ

し
、
と
い
う
よ
う
な
共
産
主
義
勢
力
に
対
す
る
考
え
方
は
、
森
が
田
中
内
閣
時
の
東
方
会
議
に
お
い
て
示
し
た
共
産
主
義
勢
力
と
対
峙
す
る
穏

健
派
勢
力
を
支
援
す
る
、
と
の
主
張
と
同
様
の
考
え
方
で
あ
り
、
森
が
そ
の
後
も
主
張
し
続
け
た
こ
と
で
あ
る
。
森
は
あ
く
ま
で
も
共
産
主
義

勢
力
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
国
管
政
府
と
の
間
で
は
、
満
蒙
権
益
擁
護
の
観
点
か
ら
の
満
州
問
題
解
決
は
図
れ
な
い

と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
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①
前
掲
『
森
恪
』
六
九
四
～
六
九
五
頁

②
単
葉
と
懇
意
な
関
係
に
あ
る
鈴
木
貞
～
は
、
森
恪
と
本
庄
繁
と
の
関
係
を
次
の

　
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
日
露
戦
争
頃
は
上
海
で
非
常
に
国
の
為
に
商
社
と
し
て

は
破
格
な
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
だ
。
そ
の
関
係
で
森
恪
は
本
庄
繁
と
い
う
人
と

非
常
に
親
し
い
。
（
中
略
）
本
庄
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
森
恪
と
の
交
友
と
い
う
も

の
は
始
ま
っ
た
」
と
。
（
山
口
利
昭
編
『
鈴
木
貞
～
氏
談
話
速
記
録
（
上
）
臨
（
日
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本
近
代
史
料
研
究
会
一
九
七
一
年
）
二
七
八
～
二
七
九
頁
）

③
前
掲
噸
森
泣
輪
六
九
六
頁

④
欄
政
友
隔
三
七
三
口
至
九
｝
三
年
一
〇
月
五
九
～
六
〇
頁

⑤
満
州
事
変
直
後
の
門
満
蒙
と
我
が
特
殊
権
益
座
談
会
」
に
お
い
て
、
門
国
力
の

　
発
動
扁
を
門
民
政
党
、
政
友
会
を
超
越
し
た
外
交
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、

　
あ
る
い
は
門
日
本
は
対
支
政
策
を
国
力
で
や
ら
ず
に
、
初
め
軍
だ
け
で
」
と
い
う

　
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
（
文
芸
春
秋
編
『
「
文
雲
春
秋
」
に
み
る
昭
和
史
睡
第
皿

　
巻
文
芸
春
秋
一
九
八
八
年
九
三
、
九
九
頁
）
。
玉
井
事
典
は
森
恪
発
言
「
国
力
の

　
発
動
」
を
「
軍
事
力
の
行
使
を
念
頭
に
置
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら

　
か
」
と
断
定
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
手
鑑
実
地
調
査
の
際
の
森
恪
の
句
「
剣
を
撫

　
す
間
島
の
夜
や
明
け
や
す
き
」
が
そ
れ
を
暗
示
し
た
も
の
と
し
て
い
る
（
前
掲

　
「
政
友
会
の
対
外
強
硬
論
」
三
九
頁
）
。
し
か
し
、
山
浦
貫
一
氏
は
こ
の
句
は
危

　
険
極
ま
り
な
い
間
島
旅
行
に
出
掛
け
る
前
に
ピ
ス
ト
ル
の
饗
し
ら
べ
を
念
頭
に
お

　
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
直
接
的
な
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。
（
山
浦
貫
一
『
森
格

　
は
生
き
て
居
る
隔
高
山
書
院
一
九
四
【
年
二
〇
三
頁
）

⑥
糊
経
済
往
来
駄
一
九
慧
二
年
一
〇
月
一
日
号
九
一
頁

⑦
前
掲
「
山
本
条
太
郎
と
犬
養
毅
・
森
恪
扁
二
九
頁

⑧
前
掲
五
心
の
満
州
政
策
の
要
旨
」
七
八
六
頁

⑨
前
掲
噸
関
東
軍
幽
九
四
～
九
五
頁

⑩
石
原
莞
爾
中
佐
「
軍
事
課
長
永
田
鉄
山
大
佐
ヘ
ノ
書
簡
」
（
『
太
平
洋
戦
争
へ
の

　
道
臨
別
巻
資
料
編
朝
日
新
聞
社
　
九
八
八
年
忌
　
～
○
頁

⑪
重
光
葵
『
昭
和
の
動
乱
』
上
（
中
央
公
論
社
　
九
五
二
年
）
四
七
頁

⑫
「
河
本
大
作
大
佐
談
」
（
森
克
己
槻
満
州
事
変
の
裏
面
史
睡
図
書
刊
行
会
一
九

　
七
六
年
）
二
七
〇
～
二
七
三
頁

⑬
平
野
零
児
『
満
州
の
陰
謀
者
河
本
大
作
の
生
涯
臨
（
自
由
国
民
社
一
九
六
一

　
年
）
一
四
七
頁

⑭
同
右
九
九
～
一
〇
〇
頁

⑮
同
右
｝
ニ
ニ
～
一
；
二
頁

⑯
稲
葉
正
夫
「
永
田
鉄
山
と
二
葉
会
二
夕
会
（
軍
近
代
化
の
推
進
力
）
」
（
永
田

　
鉄
由
刊
行
会
編
甲
水
田
鉄
山
睡
工
賃
書
房
～
九
七
二
年
、
追
録
（
二
）
）
四
西
二

　
頁
⑰
　
前
掲
「
軍
事
課
長
永
田
鉄
山
大
佐
ヘ
ノ
書
簡
」
＝
一
頁
、
及
び
前
掲
『
関
東

　
軍
臨
九
五
頁

⑱
門
申
央
新
聞
勧
一
悪
三
年
八
月
　
三
B

⑲
前
掲
魍
関
東
軍
』
一
〇
六
頁

⑳
　
関
東
軍
参
謀
部
（
昭
和
六
年
七
・
八
月
ご
ろ
）
「
情
勢
判
断
に
関
す
る
意
見
」

　
（
『
現
代
史
資
料
（
七
）
㎏
み
す
ず
書
房
一
九
六
五
年
）
一
六
二
頁

⑳
門
満
蒙
と
我
が
特
殊
権
益
座
談
会
」
（
署
文
芸
春
秋
扁
に
み
る
昭
和
史
暁
第
一

　
巻
　
文
芸
春
秋
一
九
八
八
年
）
八
九
頁

⑫
築
三
「
満
蒙
と
我
が
特
殊
権
益
座
談
会
扁
　
○
○
頁

⑳
　
森
は
一
九
二
九
年
二
月
七
日
の
帝
国
議
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
「
固
よ
り
満

　
州
が
支
那
の
領
土
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
付
て
は
何
等
疑
の
な
い
所
」
と
答
弁
し

　
て
い
る
（
こ
の
時
期
、
森
は
外
務
政
務
龍
宮
に
就
任
し
て
い
た
）
（
『
帝
国
議
会
衆

　
議
院
委
員
会
議
録
㎞
昭
和
篇
八
（
東
京
大
学
出
版
会
～
九
九
〇
年
）
五
｝
一
一
頁
）

⑳
　
門
満
州
問
題
を
ど
う
み
る
か
」
（
『
経
済
雑
誌
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
触
　
一
九
三
一
年
一

　
〇
月
口
万
）
二
六
三
貫
只

⑮
　
『
政
友
』
三
七
四
号
一
九
三
一
年
＝
月
四
四
～
四
五
頁

⑳
　
前
掲
噸
関
東
軍
門
＝
二
八
頁

⑳
　
同
期
隅
関
東
軍
馳
一
二
七
買
、
～
九
三
一
年
の
十
月
事
件
に
際
し
て
発
電
さ
れ

　
た
も
の
。

　
　
島
田
俊
彦
「
満
州
事
変
の
展
開
（
一
九
三
一
～
一
九
三
二
年
と
（
日
本
国
際
政

　
治
学
会
太
平
洋
戦
争
原
因
研
究
部
編
魍
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
臨
第
二
巻
朝
日
新

　
聞
社
一
九
六
二
年
）
一
七
八
～
一
七
九
頁

⑳
　
　
『
中
央
新
聞
駈
一
九
三
二
年
一
月
＝
田
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⑳
　
晶
削
槽
拘
隅
関
東
軍
』
　
一
閲
翠
皿
～
一
四
晶
ハ
百
ハ

⑳
原
田
熊
雄
述
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
一
九
八
二
年
）
　
七

　
九
頁

⑫
　
同
右
『
西
出
寺
公
と
政
局
翫
第
二
巻
一
八
○
頁

⑳
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
対
満
蒙
実
行
熟
案
審
議
会
規
程
」
（
ア
ジ
ア
歴

　
史
資
料
セ
ン
タ
ー
艶
①
ヨ
ー
ド
B
O
二
〇
三
〇
七
〇
九
〇
〇
〇
、
第
二
画
像
～
第

　
八
画
像
）

⑭
　
前
掲
判
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
心
別
巻
資
料
編
｝
七
｝
～
｝
七
二
頁
、
な
お
引
用

　
文
は
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
カ
タ
カ
ナ
文
は
ひ
ら
が
な
文
に
改
め
た
。
以
下
同
様

⑮
　
　
『
政
友
臨
三
七
四
暑
一
九
三
【
年
＝
月
四
四
一
四
五
頁

⑳
　
前
掲
門
森
恪
扇
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会
議
は
秘
密
会
議
の
形
式
を
と
っ
た
為
富
報

　
に
も
な
く
又
辞
令
も
な
い
も
の
で
、
運
営
方
法
は
幹
事
会
で
検
討
決
定
し
た
も
の

　
を
委
員
会
に
諮
り
、
そ
の
後
閣
議
に
か
け
る
と
い
う
。
幹
事
は
、
内
閤
：
横
溝
総

　
務
三
曲
、
大
蔵
省
：
青
木
国
庫
課
長
、
陸
軍
省
：
永
田
軍
事
課
長
、
鈴
木
高
級
課

　
員
、
秋
月
高
級
課
員
、
海
軍
省
：
原
軍
務
局
第
二
課
長
、
拓
務
省
：
稲
垣
交
通
課

　
長
、
そ
し
て
委
員
は
外
務
省
：
白
鳥
情
報
部
長
、
大
蔵
省
：
黒
田
次
官
、
密
田
理

　
財
局
長
、
陸
軍
省
：
小
磯
次
官
、
山
岡
軍
務
局
長
、
海
軍
省
：
左
今
日
次
官
、
拓

　
務
雀
：
堀
切
次
官
、
北
島
殖
産
局
長
と
い
う
構
成
。
（
七
八
一
頁
）

⑰
　
前
掲
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』
昭
和
篇
八
、
五
二
～
買
、
森
は
一
九

　
二
九
年
二
月
七
臼
の
予
算
委
員
会
で
「
園
よ
り
満
州
が
支
那
の
領
土
で
あ
る
と
云

　
ふ
こ
と
に
付
て
は
何
等
疑
の
な
い
所
で
あ
り
、
吾
々
之
を
確
認
致
し
、
而
も
其
領

　
土
主
権
の
存
在
を
尊
重
致
す
こ
と
に
付
て
は
人
後
に
落
ち
な
い
」
と
答
弁
し
て
い

　
る
。

⑳
　
佐
藤
元
英
『
昭
和
初
期
対
四
国
政
策
の
研
究
－
講
中
内
閣
の
対
満
蒙
政
策

　
1
』
（
原
書
房
一
九
九
二
年
）
＝
二
八
頁

⑲
　
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
駈
一
九
二
八
年
八
月
二
六
B
森
下
談
話
「
南
京
政
府
の
如
く

　
国
際
信
義
を
無
視
し
、
非
常
手
段
に
訴
へ
て
国
際
問
題
を
解
決
し
よ
う
な
ど
と
考

　
へ
る
連
中
と
誰
が
真
剣
に
折
衝
出
来
る
と
思
ふ
か
偏
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
腫
（
夕

　
刊
）
八
月
二
六
日
森
恪
談
話
「
政
府
は
現
在
で
は
国
民
政
府
は
認
め
て
い
な
い

　
よ
」
。

⑳
社
会
問
題
資
料
研
究
会
編
糊
帝
国
議
会
誌
』
第
一
期
第
四
巻
（
東
洋
文
化
社
【

　
九
七
五
年
）
四
四
～
頁

⑳
前
掲
『
鈴
木
貞
一
氏
談
話
速
記
録
（
上
漏
一
三
二
頁

⑫
　
芳
澤
謙
吉
『
外
交
六
十
年
』
（
中
央
公
論
四
一
九
九
〇
年
）
＝
一
三
頁

⑬
　
宇
野
重
昭
門
中
国
の
動
向
（
一
九
二
六
～
．
一
九
三
二
年
）
」
（
前
掲
『
太
平
洋
戦

　
争
へ
の
道
』
第
二
巻
）
二
七
五
一
二
八
二
頁

⑭
　
前
掲
「
山
本
条
太
郎
と
犬
養
毅
・
森
恪
」
二
八
頁

⑮
前
掲
門
満
州
事
変
の
展
聡
（
一
九
三
一
～
一
九
三
二
年
と
～
七
八
～
一
七
九

　
頁
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第
三
箪
上
海
事
変

　
満
州
事
変
は
勃
発
後
も
拡
大
を
続
け
、
関
東
軍
は
一
九
三
二
年
　
月
三
日
三
州
へ
進
撃
、
上
海
で
は
一
月
一
八
日
に
日
本
人
僧
侶
が
中
国
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
襲
撃
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
、
犬
養
内
閣
が
二
月
二
日
に
は
上
海
出
兵
を
閣
議
決
定
す
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
更
に
三
月
一
日
に
は
満

州
国
が
独
立
を
学
士
す
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
悪
化
を
う
け
て
、
国
際
連
盟
理
事
会
は
二
月
一
六
日
に
日
本
に
自
重



　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
通
達
、
同
月
一
九
B
理
事
会
は
中
国
側
の
要
求
を
受
入
れ
て
紛
争
問
題
を
連
盟
総
会
に
移
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
山
浦

貫
一
氏
は
、
連
盟
ア
ピ
ー
ル
に
対
す
る
日
本
政
府
の
抗
議
声
明
は
内
閣
書
記
官
長
森
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
そ
し
て
森
は
九
壁
塗
条
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

廃
棄
、
国
際
連
盟
脱
退
を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
同
年
五
月
の
政
友
会
関
東
大
会
に
お
け
る
森
の
演
説
は
、
連
盟
脱
退
を
暗
示
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

そ
れ
に
言
外
に
九
当
国
条
約
破
棄
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
森
は
、
満
州
事
変
後
に
お
い
て
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
が

悪
化
す
る
中
で
、
九
力
国
条
約
廃
棄
、
国
際
連
盟
脱
退
の
意
向
を
固
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
森
が
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
い
た
と

す
る
な
ら
ば
、
田
中
内
閣
時
の
出
兵
に
し
て
も
、
満
州
事
変
直
後
の
対
応
に
し
て
も
、
九
力
国
条
約
を
念
頭
に
お
い
た
行
動
を
し
て
い
た
森
に

そ
の
よ
う
な
判
断
を
さ
せ
た
直
接
的
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
森
の
九
力
国
条
約
、
国
際
連
盟
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

上
海
事
変
を
通
し
て
考
察
し
た
い
。

（［

j
　
国
　
際
　
連
　
盟

森恪の中国政策構想（小林）

　
一
九
三
二
年
二
月
の
総
選
挙
応
援
演
説
「
日
本
外
交
は
何
処
へ
行
く
」
で
、
森
は
関
東
軍
の
論
議
進
攻
に
関
連
づ
け
て
、
浜
口
内
閣
時
の
幣

原
外
交
を
次
の
よ
う
に
論
難
し
て
い
る
。
幣
原
外
交
は
「
世
界
協
調
国
際
正
義
の
美
名
の
下
に
列
国
に
引
き
ず
ら
れ
、
支
那
に
な
め
ら
れ
、
徹

底
的
に
軟
弱
退
嬰
ぶ
り
を
発
揮
し
た
」
、
そ
の
結
果
、
「
正
当
な
る
条
約
の
下
に
結
ば
れ
た
る
帝
国
生
命
線
満
蒙
の
権
益
を
す
ら
維
持
」
出
来
な

か
っ
た
と
。
そ
し
て
そ
の
幣
原
外
交
と
異
な
り
犬
養
内
閣
は
「
躊
躇
な
く
軍
を
進
め
て
、
錦
州
を
攻
略
し
、
対
満
政
策
の
主
た
る
張
学
良
の
軍

を
関
内
に
撤
退
せ
し
め
」
権
益
を
擁
護
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
「
現
に
何
れ
の
外
国
も
幣
原
君
の
恐
れ
た
様
な
抗
議
も
せ
ず
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
行
動
の
正
当
な
り
し
事
を
認
識
し
て
居
り
ま
す
」
と
。
こ
の
演
説
に
よ
れ
ば
森
は
、
錦
州
攻
略
は
列
国
に
消
極
的
に
し
ろ
容
認
さ
れ
て
い
る
、

そ
し
て
そ
の
行
動
は
「
正
当
な
も
の
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
正
当
な
も
の
」
と
い
う
の
は
、
九
力
国
条
約
、
そ
し
て
国

際
連
盟
規
約
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
森
の
国
際
連
盟
像
に
つ
い
て
検
討
し
、
続
い
て
九
ヶ
国
条
約
に
つ
い
て
言
及
し

た
い
。
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森
は
国
際
連
盟
が
成
立
し
た
一
九
二
〇
年
末
、
日
本
の
国
防
規
模
に
つ
い
て
「
東
洋
の
平
和
を
確
保
し
必
要
の
場
合
に
世
界
五
大
国
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
し
て
世
界
の
平
和
を
保
証
し
、
強
要
す
る
に
必
要
な
る
程
度
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
後
の
「
力
」
を
背
景
に
し
た
外
交
政
策
を
遂

行
す
る
の
に
相
応
し
い
軍
事
力
を
持
つ
べ
し
と
の
考
え
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
国
際
連
盟
常
任
理
事
国
の
ひ
と
つ
と
し
て
国
際

秩
序
維
持
、
特
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
秩
序
維
持
に
必
要
な
軍
備
を
保
有
す
べ
き
と
の
考
え
を
も
示
し
て
い
る
。
連
盟
理
事
国
の
日
本
は
秩
序

維
持
の
役
割
を
担
う
と
認
識
す
る
森
は
、
日
本
以
上
に
国
際
秩
序
維
持
に
関
心
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
た
英
国
な
ど
の
列
国
は
、
あ
る
意
味
で
共

通
す
る
論
理
や
認
識
を
有
し
て
い
る
と
み
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
森
は
、
秩
序
維
持
を
目
的
と
す
る
日
本
の
行
動
に
対
し
て
は
、
あ
る

程
度
容
認
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
も
ち
、
明
ら
か
に
国
力
国
条
約
・
国
際
連
盟
規
約
に
違
反
す
る
行
為
を
し
な
い
限
り
、
列
国
と

の
間
で
政
治
的
な
解
決
の
道
が
あ
る
筈
と
の
判
断
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
上
海
出
兵
前
後
に
お
け
る
国
際
連
盟
の
動
き
を
み

て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
国
民
政
府
の
提
訴
を
受
け
た
連
盟
理
事
国
の
態
度
は
、
中
心
的
な
地
位
を
占
め
る
英
国
が
日
本
に
同
情
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

上
海
出
兵
前
ま
で
は
九
力
国
条
約
違
反
あ
る
い
は
経
済
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
二
月
二
日
の
上
海
出
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
際
し
て
の
内
大
臣
牧
野
信
顕
の
発
言
「
満
州
問
題
の
解
決
は
予
想
外
の
好
調
に
進
み
」
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
森
が
主
張
す
る
よ

う
に
満
蒙
権
益
を
擁
護
す
る
為
の
措
置
が
列
国
に
よ
っ
て
違
反
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
宮
田

昌
明
氏
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
中
国
の
政
治
的
情
勢
は
混
乱
状
態
に
あ
り
、
日
本
の
行
為
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
論
理
も
存
在
し
て
い

　
⑩
た
し
、
ま
た
英
国
の
極
東
通
プ
ラ
ン
ト
が
「
彼
等
（
国
民
政
府
一
筆
者
注
）
自
ら
の
解
釈
に
よ
る
「
人
種
平
等
」
及
び
「
主
権
」
の
観
念
と
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

反
す
る
如
き
条
約
や
協
定
を
侵
害
す
る
こ
と
は
勝
手
で
あ
り
、
又
廃
棄
す
る
こ
と
も
随
意
だ
と
考
へ
る
に
至
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

中
国
側
に
問
題
あ
り
と
す
る
見
方
に
も
説
得
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
側
の
問
題
点
に
加
え
て
、
列
国
は
そ
れ
ぞ
れ
国
内

の
経
済
問
題
に
没
頭
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
を
抱
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
森
に
と
っ
て
上
海
出
兵
前
に
お
け
る
状
況
は
、
少
な
く
と
も
表
面
的

に
は
連
盟
と
日
本
と
の
関
係
を
再
考
す
べ
き
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
上
海
出
兵
後
連
盟
の
審
議
が
理
事
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会
か
ら
総
会
に
移
さ
れ
た
時
期
以
後
に
お
け
る
連
盟
内
で
の
日
本
の
立
場
、
位
置
づ
け
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
に
同
情
的
な
英
国
を
中
心
と
す
る
連
盟
理
事
会
に
対
し
て
、
中
国
は
世
界
の
世
論
に
訴
え
る
べ
く
一
九
三
二
年
二
月
一
二
日
、
満
州
・

上
海
問
題
を
連
盟
総
会
で
審
議
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
理
事
会
は
、
審
議
を
総
会
に
移
す
こ
と
に
替
え
て
、
一
六
日
に
日
本
に
対
し
て
国
際
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

盟
十
二
国
理
事
通
牒
を
発
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
通
牒
を
受
け
た
犬
養
内
閣
は
、
「
本
申
入
れ
は
必
要
な
き
方
面
に
向
て
為
さ
れ
た
る

　
　
⑬

嫌
あ
り
」
と
抗
議
し
た
。
そ
し
て
上
海
事
変
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
な
か
で
二
月
二
九
日
、
理
事
会
は
三
月
三
日
に
総
会
を
開
催
し
審
議
す
る

こ
と
を
決
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
審
議
は
理
事
会
か
ら
総
会
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
総
会
で
は
そ
れ
ま
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て

き
た
英
国
な
ど
と
違
い
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
必
ず
し
も
明
る
い
と
は
い
え
な
い
小
国
の
影
響
力
が
増
し
て
い
た
。
小
国
は
、
満
州
事
変
以
降
に
示

さ
れ
た
理
事
会
の
日
本
に
対
す
る
対
応
は
自
国
の
防
衛
を
考
え
る
上
で
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
連
盟
規
約
の
適
切
な
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

用
を
求
め
る
意
向
が
強
く
英
国
な
ど
の
対
応
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
連
盟
内
で
の
影
響
力
を
増
す
小
国
は
、
列
国
と
は
違
い
日
本
の
主

張
を
掛
盤
す
る
余
地
を
持
ち
合
わ
せ
ず
、
連
盟
内
に
お
け
る
日
本
の
立
場
は
悪
く
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
連
盟
内
情
勢
に
つ

い
て
、
外
務
省
情
報
部
長
白
鳥
敏
夫
は
「
認
識
不
足
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
連
が
集
ま
っ
て
、
日
本
に
対
し
て
か
れ
こ
れ
禦
肘
を
ふ
る
が
如
き

は
以
て
の
漏
」
と
語
っ
て
い
る
・
ま
た
・
犬
養
内
閣
が
連
盟
に
提
出
し
た
抗
議
文
に
添
付
さ
れ
た
声
明
文
に
も
百
本
は
畠
が
遠
隔
の
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
の
国
よ
り
も
当
然
か
つ
必
然
に
遥
に
良
く
事
実
を
了
解
し
得
る
地
位
に
あ
る
を
信
ず
る
」
と
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
東

ア
ジ
ア
情
勢
に
明
る
く
な
い
小
国
の
勢
力
増
大
が
連
盟
内
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
苦
し
い
も
の
に
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
、
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。
同
時
に
、
連
盟
理
事
国
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
維
持
に
関
わ
る
、
そ
し
て
列
国
と
の
協
議
こ
そ
が
問
題
処
理
の
要
点
と
な
る
と

の
森
の
考
え
方
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
～
九
三
二
年
四
月
三
〇
日
の
国
際
連
盟
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
連
盟
規
約
第
　
五
条
（
紛
争
解
決
手
続
）
の
上
海
事
変
へ

の
適
用
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
犬
養
内
閣
の
抗
議
文
、
声
明
書
に
い
う
日
本
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
連
盟
内
に
お

け
る
小
国
の
影
響
力
の
増
大
が
現
実
の
形
と
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
森
は
こ
の
総
会
直
後
の
五
月
八
日
過
政
友
会
関
東
大
会
で
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「
我
々
は
世
界
列
強
と
協
力
し
て
、
世
界
の
平
和
に
協
力
す
る
方
針
に
何
等
変
り
は
な
い
。
し
か
し
認
識
不
足
に
基
く
不
当
な
圧
迫
行
動
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
て
は
断
乎
こ
れ
を
排
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
瓦
書
だ
け
で
は
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
分
明
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
が
、
問
題
の
総
会
直
後
の
発
言
と
し
て
み
る
と
、
連
盟
内
の
小
国
の
影
響
力
増
大
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
翌
六
月
の
「
非
常
時
の
非
常
手
段
」
と
題
す
る
講
演
で
も
下
記
の
ご
と
く
「
国
際
連
盟
は
意
味
の
な
い
存
在
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し

て
い
る
。

　
　
　
「
先
般
、
私
は
ラ
ヂ
オ
で
、
「
亜
細
亜
に
還
れ
」
と
い
ふ
表
題
で
演
説
を
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
（
中
略
）
国
際
連
盟
な
ど
は
、
世
界
平
和
の
た
め
の
連

　
　
盟
で
は
な
く
し
て
、
欧
州
平
和
の
た
め
の
連
盟
で
あ
る
。
あ
ん
な
も
の
か
ら
購
本
は
速
か
に
脱
退
し
て
、
亜
細
亜
に
帰
っ
て
、
亜
細
亜
七
十
八
億
の
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
の
生
活
安
定
の
た
め
に
努
力
す
る
の
が
、
日
本
の
天
職
で
あ
る
。
」

こ
れ
ら
五
月
と
六
月
の
発
言
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
森
は
国
際
連
盟
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
明
る
く
な
い
小
国
勢
力

が
中
国
問
題
に
関
与
し
、
そ
の
勢
力
の
影
響
の
も
と
で
総
会
決
議
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
問
題
視
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
日
本
に
と
っ
て

は
連
盟
に
止
ま
る
意
義
が
な
い
と
結
論
付
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
森
の
国
際
連
盟
像
は
、
五
大
国
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
日
本
が
国
際
秩
序
維

持
、
特
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
秩
序
維
持
に
関
わ
る
と
い
う
観
点
で
存
在
意
義
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
う
し
た
意
義

を
失
っ
た
国
際
連
盟
に
留
ま
る
意
味
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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（
二
）
九
力
国
条
約

　
田
中
内
閣
に
お
い
て
外
務
政
務
次
官
と
し
て
出
兵
な
ど
の
強
硬
策
を
推
進
し
た
森
で
は
あ
る
が
、
そ
の
政
策
は
九
力
国
条
約
に
違
背
す
る
こ

と
を
避
け
る
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
を
意
識
し
て
い
た
。
ま
た
満
州
事
変
直
後
の
対
応
に
し
て
も
、
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
、
九
口
癖
条
約
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

明
ら
か
に
違
背
す
る
満
州
領
土
化
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
森
が
一
九
三
二
年
二
月
の
総
選
挙
応
援
演
説
「
日
本
外
交
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

何
処
へ
行
く
」
の
中
で
「
九
力
国
条
約
（
中
略
）
に
依
っ
て
我
が
日
本
は
手
枷
、
足
枷
を
は
め
ら
れ
」
と
発
言
し
、
六
月
の
「
非
常
時
の
非
常
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⑳

手
段
」
と
題
す
る
講
演
で
も
「
高
力
国
条
約
な
り
が
、
日
本
に
（
中
略
）
首
枷
、
手
枷
、
足
枷
を
嵌
め
て
」
と
条
約
を
問
題
視
す
る
発
言
を
し

て
い
る
。
そ
れ
で
は
森
は
九
異
国
条
約
を
否
定
す
る
方
向
に
転
換
し
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
森
の
「
非
常
時
の
非
常
手
段
」
と
題
す
る
講

演
内
容
を
詳
細
に
み
る
と
「
華
盛
頓
条
約
（
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
－
筆
者
注
）
は
従
来
の
如
き
解
釈
と
取
扱
ひ
方
を
す
る
な
ら
、
寧
ろ
縁
れ
を
破

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
「
従
来
の
解
釈
と
取
扱
」
で
あ
れ
ば
破
棄
す
べ
き
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
一
九
三
二
年
二
月
に
国
際
連
盟
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

へ
送
付
さ
れ
た
抗
議
文
に
添
付
さ
れ
た
政
府
声
明
を
引
用
し
て
、
「
九
二
国
条
約
で
も
、
不
戦
条
約
で
も
、
凡
て
の
前
提
条
件
と
し
て
支
那
を

組
織
あ
る
国
家
と
認
め
て
居
た
。
（
中
略
）
然
る
に
、
二
月
二
十
三
日
目
回
答
文
に
於
て
は
、
日
本
は
、
支
那
を
組
織
あ
る
国
家
と
認
め
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
断
言
し
て
仕
舞
つ
た
」
と
述
べ
て
、
九
力
国
条
約
は
中
国
を
「
組
織
あ
る
国
家
」
で
あ
る
と
認
め
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
中
国

は
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
は
い
な
い
と
い
う
の
が
日
本
の
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
九
力
国
条
約
を
直
接
的
に

否
定
せ
ず
、
解
釈
上
の
問
題
と
し
て
い
る
。
森
の
い
う
「
従
来
の
解
釈
と
取
扱
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
九
力
士
条
約
適
用
上
中
国
が

「
組
織
あ
る
国
家
」
で
あ
る
か
否
か
を
森
は
何
故
問
題
と
す
る
の
か
検
討
し
て
み
た
い
。

　
上
海
事
変
勃
発
当
時
の
国
民
政
府
が
、
外
交
問
題
に
適
切
に
対
処
で
き
な
い
ほ
ど
国
内
的
に
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
列
国
の
問
で
も

認
識
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
犬
養
内
閣
の
な
か
で
森
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
芳
澤
外
相
も
「
現
在
の
支
那
は
連
盟
規
約

　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
適
用
す
る
に
不
適
」
な
状
態
で
あ
る
と
し
て
「
組
織
あ
る
国
家
」
と
し
て
の
前
提
条
件
を
備
え
て
い
な
い
と
見
な
し
て
い
た
。
中
国
が
「
組

織
あ
る
国
家
」
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
九
力
国
条
約
適
用
上
い
か
な
る
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
そ
の
条
約
が
成
立
し

た
経
緯
を
み
て
み
た
い
。
そ
の
会
議
開
催
当
時
中
国
は
、
「
諸
全
権
団
に
と
っ
て
中
国
は
独
立
国
と
し
て
諸
条
件
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
は
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
ら
ず
、
中
国
は
近
代
国
家
と
し
て
不
可
欠
な
特
性
を
欠
い
て
い
る
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
中
国
は
「
組
織
あ
る
国
家
」
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
条
約
成
立
に
際
し
て
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
し
い
秩
序
を
構
築
す
る
必
要
性
に
鑑
み
て
「
中
国
の
漸
進
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
政
治
的
統
一
を
促
進
す
る
方
向
で
協
力
す
る
」
こ
と
が
会
議
に
参
加
し
た
関
係
国
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
を
鹿
島
守
之

助
氏
は
、
「
本
条
約
（
九
力
国
条
約
一
1
論
者
注
）
は
支
那
が
秩
序
あ
る
組
織
的
国
家
と
な
る
前
提
の
も
と
に
支
那
に
お
け
る
商
業
上
の
機
会
均
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⑱

等
を
実
現
せ
む
と
し
た
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
関
税
会
議
が
停
滞
し
て
い
た
頃
の
一
九
二
六
年
八
月
米
国
マ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

マ
レ
ー
公
使
は
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
を
遂
行
す
る
努
力
を
一
時
的
に
取
り
止
め
る
旨
」
を
具
申
し
て
い
た
。
つ
ま
り
九
山
国
条
約
は
「
組
織

あ
る
国
家
」
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
潮
型
に
つ
い
て
は
、
秩
序
あ
る
組
織
的
国
家
に
な
る
よ
う
列
国
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
条
件
が
付
さ

れ
、
い
わ
ば
「
組
織
あ
る
国
家
」
と
み
な
し
て
成
立
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
条
約
成
立
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
森
の
主
張
す
る
「
従
来
の
解
釈
と
取
扱
」
と
は
、
組
織
的
国
家
と
は
み
な
せ
な
い
状
態
に
あ

る
中
国
に
九
山
国
条
約
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
条
約
は
申
国
を
「
組
織
あ
る
国
家
」
と
み
な
し
て
成

立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森
が
一
九
三
二
年
に
何
故
中
国
は
「
組
織
あ
る
国
家
」
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
周
知

の
と
お
り
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
の
中
国
は
、
軍
閥
間
の
争
い
が
絶
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
八
年
七
月
に
な
る
と
米
国
が
対
中
関
税

条
約
を
締
結
し
、
事
実
上
国
家
と
し
て
承
認
、
翌
年
＝
一
月
に
は
張
学
良
の
易
幟
を
う
け
て
国
家
統
一
を
成
し
遂
げ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
事

実
と
し
て
「
組
織
あ
る
国
家
」
と
云
い
得
る
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
犬
養
内
閣
が
「
組
織
あ
る
豪
家
」
と
は
い
え
な
い
と
の
主

張
を
展
開
し
た
一
九
三
二
年
二
月
に
な
る
と
、
再
び
混
乱
状
態
を
呈
し
て
い
た
。
中
国
は
「
組
織
あ
る
直
家
」
と
は
言
い
難
い
状
況
、
即
ち
九

輪
国
条
約
適
用
に
は
な
じ
ま
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
森
は
統
～
を
成
し
遂
げ
た
後
に
再
び
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
中
国
に
対
し

て
、
条
約
の
原
則
に
則
り
対
処
す
べ
き
と
の
主
張
を
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。
森
は
九
力
国
条
約
を
否
定
す
る
方
向
に
転
換
し
た
と
い
う
よ
り

も
、
「
九
力
国
条
約
に
違
背
し
な
い
」
と
い
う
基
本
的
考
え
方
を
踏
襲
す
る
意
向
を
も
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
森
は
九
力
国
条
約
の
解
釈
に
問

題
あ
り
と
主
張
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
も
う
ひ
と
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
九
力
国
条
約
成
立
時
中
国
は
「
組
織
あ
る
国

家
」
と
は
雷
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
列
国
間
で
は
中
国
を
政
治
的
統
一
に
導
く
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森

は
何
故
中
国
を
「
組
織
あ
る
国
家
」
で
は
な
い
と
の
主
張
を
展
開
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
節
「
国
際
連
盟
」

の
と
こ
ろ
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
国
際
連
盟
内
で
の
列
国
の
発
言
力
が
相
対
的
に
低
下
し
、
列
国
の
理
解
を
得
る
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
ず
、

小
国
な
ど
の
新
し
い
勢
力
の
理
解
を
得
る
必
要
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
森
は
「
非
常
時
の
非
常
手
段
」
と
題
す
る
講
演
で
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「
九
露
国
条
約
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
れ
を
精
神
的
に
叩
き
破
れ
」

と
述
べ
て
い
る
。
あ
え
て
、
「
精
神
的
に
」
を
強
調
し
た
こ
の
発
言
も
九
力
国
条
約
適
用
上

の
解
釈
に
問
題
あ
り
と
い
う
意
思
表
示
だ
と
思
わ
れ
る
。

森恪の中国政策構想（小林）

①
こ
の
上
海
で
の
事
件
は
、
満
州
国
独
立
に
む
け
た
準
備
を
助
け
る
た
め
の
関
東

　
軍
に
よ
る
工
作
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
関
東
軍
輪
　
一
四
四
頁
）

②
国
際
連
盟
通
牒
は
、
門
日
本
は
世
界
世
論
に
対
し
其
の
対
支
関
係
に
於
て
其
の

　
態
度
の
正
当
且
つ
穏
便
な
る
こ
と
を
示
す
へ
き
絶
大
な
る
責
任
を
有
し
駄
な
ど
と

　
条
約
の
遵
守
と
九
力
国
条
約
の
義
務
履
行
を
求
め
て
い
る
。
（
門
上
海
事
変
に
関
す

　
る
国
際
三
下
十
二
国
理
事
通
牒
及
芳
澤
外
相
返
翰
漏
外
務
省
編
噸
日
本
外
交
年
表

　
並
主
要
文
書
臨
原
幽
田
房
一
九
六
九
年
二
〇
〇
頁
）

③
前
掲
「
満
州
事
変
の
展
開
（
一
九
三
一
一
一
九
三
二
年
）
」
一
西
四
頁

④
前
掲
噸
森
恪
臨
七
四
皿
頁

⑤
同
右
『
森
恪
駄
七
四
七
頁
、
同
書
引
用
の
森
田
演
説
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
門
我
々
は
世
界
列
強
と
協
力
し
て
、
世
界
の
平
和
に
協
力
す
る
方
針
に
は
何
等
変

　
り
は
な
い
。
し
か
し
認
識
不
足
に
基
く
不
当
な
圧
迫
行
動
に
対
し
て
は
断
乎
こ
れ

　
を
排
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
の
考
ふ
る
と
こ
ろ
で
は
国
際
連
盟
や
不
戦
条

　
約
の
如
き
一
辺
の
空
文
に
よ
っ
て
世
界
の
平
和
は
確
保
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
信

　
ず
る
。
何
と
な
れ
ば
地
球
上
、
至
る
と
こ
ろ
戦
争
の
原
因
と
な
る
も
の
が
包
ま
れ

　
て
い
る
が
、
之
等
の
原
因
を
除
去
せ
ず
し
て
徒
ら
に
平
和
を
高
唱
す
る
も
侮
等
得

　
る
と
こ
ろ
が
な
い
で
あ
ら
う
。
漏

⑥
「
日
本
外
交
は
何
処
へ
行
く
」
（
同
右
噸
森
恪
』
）
七
五
五
～
七
五
六
頁

⑦
同
右
『
森
恪
漉
四
五
三
頁

⑧
斉
藤
孝
「
米
・
英
・
国
際
連
盟
の
動
向
（
一
九
～
三
～
一
九
三
三
年
）
」
（
前
掲

　
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
㎞
第
二
巻
）
三
六
六
～
三
七
一
頁

⑨
里
…
羽
清
隆
『
十
五
年
戦
争
史
序
説
輪
（
三
省
堂
一
九
七
九
年
）
六
頁

⑩
　
宮
田
昌
明
「
満
州
事
変
と
日
英
関
係
」
（
『
史
林
㎞
第
八
二
巻
三
号
一
九
九
九

　
年
）
七
七
頁

⑪
『
東
京
朝
日
新
聞
圏
～
九
＝
二
年
一
〇
月
一
六
日

⑫
前
掲
「
米
・
英
・
国
際
連
盟
の
動
向
（
　
九
三
一
～
一
九
｝
二
三
年
）
」

　
頁

三
七
二

⑬
前
掲
「
上
海
事
変
に
関
す
る
国
際
連
盟
十
二
国
理
事
通
牒
及
芳
澤
外
相
返
書

　
翰
」
二
〇
　
頁

⑭
前
掲
「
米
・
英
・
国
際
連
盟
の
動
向
（
一
九
三
一
～
一
九
三
三
年
）
」
｝
一
　
七
七

　
頁
⑮
前
掲
『
西
園
寺
公
と
政
局
輪
第
二
巻
二
七
四
頁

⑯
『
東
京
朝
B
新
聞
臨
一
九
三
二
年
二
月
二
四
目

⑰
前
掲
『
森
恪
蝕
七
四
七
頁

⑱
「
非
常
時
の
非
常
手
段
」
一
九
三
二
年
六
月
一
八
日
経
済
雑
誌
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

　
社
主
催
「
時
局
を
語
る
」
の
会
合
で
の
講
演
速
記
（
同
仁
『
森
恪
』
）
二
六
頁

⑲
本
稿
第
二
章
「
満
州
事
変
扁
＝
三
頁

⑳
前
掲
「
日
本
外
交
は
何
処
へ
行
く
扁
七
五
五
頁

⑳
　
前
掲
「
非
常
時
の
非
常
手
段
し
　
一
九
頁

⑳
　
同
右

⑳
　
山
浦
貫
一
玩
に
よ
れ
ば
、
犬
養
内
閣
の
抗
議
声
明
文
は
森
書
記
官
長
と
白
鳥
外

　
務
省
情
報
部
長
の
合
作
と
さ
れ
て
い
る
（
岡
右
『
森
恪
撫
七
四
一
頁
）
。
こ
れ
を

　
証
す
る
材
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
抗
議
声
明
が
発
せ
ら
れ
る
前
の
時
期
に
芳
澤

　
外
相
と
佐
藤
国
際
連
盟
理
事
と
の
間
で
、
申
国
が
「
組
織
あ
る
国
家
扁
と
は
言
え

　
な
い
と
い
う
主
旨
の
や
り
取
り
を
国
際
連
盟
舛
策
を
協
議
す
る
中
で
行
っ
て
い
る

　
（
二
月
二
日
「
規
約
第
十
五
条
適
用
の
際
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
お
よ
び
二
月
二

　
〇
日
「
二
月
十
九
日
理
事
会
経
過
大
要
に
つ
い
て
縣
『
日
本
外
交
文
書
　
満
州
事

　
変
（
第
二
巻
第
二
冊
徳
六
〇
文
書
六
四
頁
、
一
＝
文
書
＝
○
頁
）
。
こ
う
し
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た
外
務
省
の
動
き
の
中
で
、
森
が
抗
議
声
明
作
成
に
関
与
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
前
掲
「
非
常
時
の
非
常
手
段
」
二
五
頁

⑳
　
前
掲
二
月
二
日
「
規
約
第
十
五
条
適
用
の
際
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
六
四
頁

⑳
　
入
江
昭
一
極
東
新
秩
序
の
模
索
㎞
（
原
書
房
一
九
六
八
年
）
二
　
頁

⑳
　
細
谷
千
博
欄
両
大
戦
問
の
日
本
外
交
｝
九
一
四
～
一
九
四
五
臨
（
岩
波
書
店
｝

　
九
八
八
年
）
七
五
頁

⑳
　
鹿
島
守
之
助
『
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
及
び
移
民
問
題
睡
（
鹿
島
平
和
研
究
所
編

　
『
日
本
外
交
史
一
三
輪
鹿
島
平
和
研
究
所
一
九
七
一
年
）
一
四
二
頁
、
イ
ギ
リ
ス

　
の
極
東
通
プ
ラ
ン
ト
見
解
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
は
以
上
二
つ
の
条
件
（
現
代
文

　
明
式
の
法
律
秩
序
の
維
持
と
司
法
行
政
の
実
行
）
が
備
わ
る
と
仮
定
し
て
、
こ
れ

　
を
そ
の
政
策
の
立
脚
点
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
の
政
策
が
失
敗
す
べ

　
き
こ
と
は
初
め
か
ら
判
り
き
っ
て
い
た
」
と
。
（
同
軸
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
及
び
移

　
民
問
題
』
注
九
　
一
四
四
頁
）
。

⑳
前
掲
『
極
東
薪
秩
序
の
模
索
』
八
五
頁

⑳
前
掲
「
非
常
時
の
非
常
手
段
」
二
　
頁
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第
四
章
満
蒙
権
益
擁
護
の
論
理
、
そ
の
構
造

　
森
は
中
国
政
策
を
刷
新
の
う
え
、
満
蒙
権
益
を
擁
護
す
べ
き
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
問
題
で
は
浜
口
内
閣
倒
閣
運
動
を
執
拗
に

続
け
、
満
州
事
変
勃
発
前
に
は
満
州
情
勢
が
一
段
と
危
…
機
的
な
状
況
に
な
っ
た
と
の
認
識
の
も
と
満
蒙
権
益
擁
護
の
た
め
「
国
力
の
発
動
」
に

踏
み
出
す
べ
き
と
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
行
動
と
主
張
か
ら
森
は
、
満
蒙
権
益
擁
護
を
強
硬
に
主
張
す
る
政
治
家
の
ひ
と
り
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
森
が
満
蒙
権
益
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
何
故
そ
の
権
益
を
重
要
視
す
る
の
か
、
そ
し
て
権
益
擁
護
の
た
め
に
は
強
硬
手

段
も
辞
さ
な
い
と
す
る
論
拠
と
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
云
い
難
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
森
の
満
蒙
権
益
擁
護
論
、
そ
の
構
造
を
考
察
す
る
。

　
帝
国
議
会
に
お
け
る
幣
原
外
相
発
言
に
よ
れ
ば
、
満
蒙
権
益
と
は
基
本
的
に
条
約
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
と
い
う
見
方
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
無
形
の
権
益
を
も
認
め
、
そ
し
て
満
州
と
の
問
に
は
歴
史
的
関
係
、
地
理
的
関
係
で
特
殊
な
も
の
が
あ
る
と
の
認
識
も
示
し
て
い
る
。
特

に
歴
史
的
関
係
と
い
う
意
昧
で
は
、
一
九
三
一
年
七
月
、
江
兆
銘
政
権
の
外
交
部
長
陳
友
仁
と
会
談
し
た
際
に
次
の
よ
う
に
発
擁
し
て
い
る
。

　
　
　
「
こ
れ
ら
権
益
の
大
部
分
は
す
べ
て
条
約
に
根
拠
を
有
し
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
侮
れ
も
多
年
の
意
義
深
き
歴
史
の
所
産
な
ら
ざ
る
も
の
は
無
い
（
中

　
　
　
略
）
清
国
を
し
て
此
の
広
大
な
る
沃
地
を
保
持
せ
し
め
た
る
所
以
の
も
の
は
、
実
に
日
本
の
武
力
干
渉
（
日
露
戦
争
一
筆
者
の
注
）
に
人
な
ら
な
い
。
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（
中
略
）
日
露
戦
争
の
終
結
以
来
、
満
州
は
建
設
的
事
業
の
汎
有
る
方
面
に
於
い
て
驚
く
べ
て
進
展
を
示
し
、
支
那
の
他
地
方
に
嘗
っ
て
見
な
い
程
度
の

　
　
平
和
と
繁
栄
と
を
獲
得
し
た
。
斯
く
の
如
き
東
北
官
省
の
発
展
が
少
な
く
と
も
一
部
分
は
日
本
の
同
地
方
に
於
け
る
企
業
及
び
投
資
の
結
果
な
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
我
が
国
民
の
確
信
す
る
所
」

要
す
る
に
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
み
て
満
州
と
日
本
の
間
に
は
、
満
州
の
発
展
に
日
本
が
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
こ
と
や
、
あ
る
い
は
満
州
が

中
国
の
領
有
下
に
あ
る
の
は
日
本
が
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
戦
っ
て
得
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
経
緯
を
背
景
と
し
た
特
殊
な
関
係
が
あ
る
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
権
益
擁
護
の
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
幣
原
は
、
満
蒙
権
益
よ
り
む
し
ろ
中
国
本
土
で
の
市
場
価
値

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
条
約
に
基
づ
く
権
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
機
宜
の
措
置
を
と
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
森
は
、
特
殊
関
係
に
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
す
る
も
の
の
、
条
約
よ
り
も
無
形
の
権
益
と
歴
史
的
な
特
殊
関
係
に
重
き
を
置
き
、
権
益

の
う
ち
満
州
の
「
静
諦
」
を
重
要
視
、
そ
の
「
静
謹
」
即
ち
満
州
の
治
安
維
持
に
対
し
て
日
本
が
権
利
を
有
す
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。
し
か

も
権
益
擁
護
の
た
め
に
は
兵
力
の
行
使
を
躇
糾
せ
ず
、
そ
し
て
権
益
侵
害
の
恐
れ
が
あ
れ
ば
対
処
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

考
え
は
森
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
彼
が
中
国
政
策
に
お
い
て
強
硬
政
策
を
主
張
す
る
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
森
は
田
中
内
閣
当
時

に
著
し
た
動
乱
中
の
支
那
視
察
談
」
で
・
翠
黛
問
題
に
就
て
は
・
支
那
よ
り
も
却
っ
て
呆
に
発
言
権
が
あ
る
し
と
い
吻
一
九
二
九
年

二
月
の
帝
国
議
会
で
は
、
最
重
要
の
権
益
を
満
州
の
「
静
誼
」
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
三
二
年
六
月
の
講
演
で
は
「
満
州
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

主
権
は
（
中
略
）
支
那
に
の
み
在
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
主
権
に
は
、
日
本
も
参
与
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
満
蒙
権
益
に
関
し
て

森
が
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
直
接
的
な
論
拠
は
、
森
自
身
の
発
言
な
ど
か
ら
は
見
い
出
せ
な
い
も
の
の
、
満
州
の
治
安
維
持
に
日
本
が
関

与
で
き
る
根
拠
と
し
て
「
満
州
に
関
す
る
日
清
条
約
付
属
協
定
」
に
「
満
州
に
関
す
る
日
清
秘
密
了
解
事
項
」
が
あ
る
こ
と
を
森
が
知
り
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
秘
密
了
解
事
項
の
公
表
自
体
は
、
一
九
三
二
年
一
月
一
四
日
で
あ
る
。
幣
原
外

相
に
は
そ
の
職
馬
上
、
公
表
前
に
こ
の
「
秘
密
了
解
事
項
」
に
つ
い
て
知
り
得
た
可
能
性
が
な
く
は
な
い
が
、
森
に
つ
い
て
は
田
中
内
閣
時
に

外
務
政
務
次
官
に
就
任
し
た
時
点
以
降
と
考
え
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
森
は
外
務
政
務
次
官
就
任
前
に
「
静
諦
」
と
は
明
言
し
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⑤

て
は
い
な
い
も
の
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
治
安
維
持
を
重
視
す
る
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
秘
密
了
解
事
項
」
に

関
わ
る
情
報
を
非
公
式
ル
ー
ト
で
入
手
し
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
は
別
の
論
拠
を
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
非
公
式
ル
ー
ト
に
つ
い

て
の
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
本
稿
で
は
別
の
角
度
か
ら
森
が
満
州
を
重
視
す
る
論
拠
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
坂
本
雅
子
氏
は
旧
財
閥
に
と
っ
て
の
満
州
と
い
う
観
点
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
の
な
か
で
、
三
井
物
産
の
事
業
展
開
に
と
っ
て
満
州
が
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
森
は
政
治
家
に
転
身
す
る
前
に
、
三
井
物
産
に
約
一
二
年
間
勤
務
し
、
大
半
の
期
間
、
上
海
、

天
津
な
ど
中
国
各
地
に
滞
在
し
、
ま
た
元
老
桂
太
郎
と
三
井
物
産
益
田
孝
の
内
命
に
基
づ
き
革
命
政
府
の
孫
文
と
「
満
州
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
⑦

会
談
し
て
い
る
。
森
は
三
井
物
産
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
得
、
三
井
物
産
は
そ
の
後
、
代
議
士
を
目
指
し
た
森
を
通
じ
て
政
界
に
何
ら
か
の
影
響
力

を
も
つ
と
い
う
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
森
が
三
井
物
産
を
事
実
上
退
社
す
る
時
期
に
「
現
時
に
於
て
は
吾
人
は
畢
寛
無
用
の
長
物
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
る
。
三
井
は
到
底
国
家
本
位
な
る
吾
人
の
自
由
を
許
さ
ぬ
王
国
で
あ
る
」
と
記
し
て
お
り
、
三
井
物
産
の
事
業
展
開
を
考
慮
に
入
れ
て
行
動

し
よ
う
と
し
た
と
の
理
解
は
難
し
い
。
逆
に
自
ら
を
「
国
家
本
位
」
で
あ
る
と
い
い
、
中
国
の
開
拓
に
は
「
政
治
的
権
勢
」
を
必
要
と
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
考
え
を
抱
懐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
記
し
、
ま
た
「
支
那
の
鉄
鉱
石
を
日
本
に
持
っ
て
来
る
と
い
ふ
こ
と
は
わ
が
日
本
国
の
製
鉄
事
業
確

　
　
　
　
　
　
⑩

立
に
貢
献
せ
ん
為
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
森
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
森
は
中
国
で
関
わ
っ
た
鉱
山
開
発
を
中
心
と
し
た

資
源
獲
得
を
「
国
家
」
的
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
で
は
、
何
ゆ
え
に
国
家
と
し
て
資
源
獲
得
が
重
要
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
森
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
日
支
経
済
提
携
論
」
の
な
か
で
、
「
今
次

の
大
戦
は
（
中
略
）
強
大
国
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
今
日
以
後
国
を
為
す
の
資
格
な
き
な
り
。
（
中
略
）
我
が
日
本
は
幸
に
強
国
の
範
に
列
す
る
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

得
た
れ
ど
も
国
小
に
し
て
物
資
欠
乏
」
と
日
本
に
と
っ
て
資
源
不
足
は
大
問
題
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
不
足
を
補
う
道
は
「
支
那
大
陸
を
離
れ

て
は
自
給
自
足
の
独
立
状
態
、
即
ち
経
済
的
に
独
立
を
保
つ
こ
と
は
出
来
な
い
」
、
即
ち
中
国
に
求
め
る
べ
し
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
森
は

自
ら
の
手
で
採
炭
事
業
、
鉱
山
開
発
事
業
を
興
し
て
資
源
獲
得
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
中
で
政
治
的
な
力
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
て
は
資
源
獲
得
上
限
界
が
あ
る
と
の
考
え
を
抱
き
、
一
九
一
八
年
政
友
会
に
入
党
、
一
九
二
〇
年
に
は
代
議
士
に
当
選
し
て
い
る
。
一
九
一
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八
年
に
執
筆
さ
れ
た
「
鉄
自
給
策
の
｝
大
障
碍
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
「
鉄
鋼
暫
行
弁
法
は
、
現
行
鉱
業
条
例
に
依
り
て
、
外
国
人
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

開
放
付
与
し
た
る
鉱
業
権
を
、
任
意
に
閉
鎖
圃
毒
す
る
も
の
」
と
述
べ
、
中
国
で
の
開
発
事
業
に
関
わ
る
法
的
問
題
解
決
の
必
要
性
を
訴
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
る
。
代
議
士
と
な
っ
た
後
も
、
一
九
二
六
年
二
月
の
第
五
一
回
帝
国
議
会
で
中
国
に
お
け
る
鉱
山
開
発
問
題
を
取
り
上
げ
、
法
的
問
題
に
よ

っ
て
事
業
活
動
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
分
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
若
槻
内
閣
を
論
難
し
て
い
る
。
森
が
中
国
、

特
に
満
州
を
重
要
視
す
る
背
景
に
は
、
日
本
が
独
立
国
と
し
て
存
立
す
る
上
で
資
源
の
獲
得
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
課
題
の
解
決
の
道

を
中
国
、
と
り
わ
け
満
州
に
求
め
よ
う
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
は
森
に
資
源
獲
得
を
含
め
た
自
給
自
足
体
制
の
確
立
が
B
本
の
生
き
残
り
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
だ
と
認
識
さ
せ
た
と
し

て
も
、
満
州
の
治
安
維
持
に
日
本
が
積
極
的
に
関
わ
る
べ
し
と
の
主
張
に
直
ち
に
つ
な
が
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
「
日
支
経
済

提
携
論
」
中
の
「
不
安
定
な
る
支
那
は
反
っ
て
日
本
を
毒
し
つ
・
あ
る
」
と
の
記
述
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
記
述
は
、
森
が
当
時
の
中
圏
に
お

い
て
は
資
源
獲
得
問
題
解
決
の
障
害
と
し
て
法
的
問
題
だ
け
で
な
く
秩
序
面
で
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
秩
序
面
の
問
題
は
、
中
国
に
お
け
る
新
し
い
秩
序
形
成
が
議
論
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
当
時
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
れ
以
降
に
お
い
て

も
解
決
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
が
始
ま
っ
た
一
九
二
六
年
冬
は
共
産
主
義
勢
力
の
浸
透
と
い
う
新
た

な
不
安
定
要
因
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
北
伐
最
中
の
一
九
二
七
年
二
月
森
は
、
政
友
会
の
命
に
よ
り
山
本
条
太
郎
等
と
共
に
約
一
ヶ

月
に
わ
た
り
中
国
各
地
を
視
察
し
、
そ
の
視
察
談
「
動
乱
中
の
支
那
視
察
談
」
の
中
で
共
産
主
義
勢
力
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
そ
の
影
響

が
た
だ
な
ら
ぬ
事
態
を
惹
起
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
門
見
逃
が
す
べ
か
ら
ざ
る
事
は
、
支
那
に
最
近
外
的
関
係
が
加
は
つ
て
い
る
事
で
、
私
一
個
の
考
よ
り
見
れ
ば
極
め
て
重
大
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
（
中

　
　
略
）
露
国
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
云
ふ
X
の
力
が
過
去
四
ケ
年
間
加
は
つ
て
大
な
る
支
那
動
乱
と
な
っ
た
（
中
略
）
最
近
二
十
年
来
揚
子
江
沿
岸
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
日
本
人
の
扶
植
せ
る
勢
力
が
根
底
か
ら
亡
ぼ
さ
れ
つ
・
」

つ
ま
り
、
北
伐
の
過
程
で
発
生
し
た
動
乱
に
は
、
共
産
主
義
勢
力
の
存
在
が
あ
り
、
し
か
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
そ
し
て
動
乱
に
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よ
っ
て
揚
子
江
方
面
の
日
本
の
権
益
が
危
機
的
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
共
産
主
義
は
日
本
の
国
体
を
危
う
く
す
る
も
の
と
の
共
産
主
義
観
に
立

っ
て
、
森
は
中
国
視
察
前
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
幣
原
外
相
に
対
し
共
産
主
義
勢
力
が
中
国
の
軍
閥
問
の
争
い
の
背
後
に
い
る
気
配
が
感
じ
ら

れ
る
旨
を
強
調
し
そ
の
対
応
策
を
質
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
共
産
主
義
勢
力
の
影
響
が
表
面
化
し
て
い
る
中
国
本
土
の
状
況
は
、
森
に
満
州
へ

の
波
及
を
阻
止
す
べ
き
も
の
と
判
断
さ
せ
る
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
森
に
と
っ
て
は
、
共
産
主
義
の
満
州
へ
の

侵
入
は
、
日
本
の
権
益
、
そ
し
て
日
本
の
国
体
維
持
に
危
機
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
危
機
を
園
号
す
る
た
め
の
方
策
は
共
産
主
義
の

侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
満
州
に
お
け
る
治
安
維
持
が
不
可
欠
で
最
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
満
州
に
お
け
る
治
安
維
持
の
重
要
性
を
よ
り
強
く
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
は
一
次
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
治
安
を
維
持
す
る
べ
き
か
と

い
う
問
題
に
発
展
す
る
。
森
は
中
国
各
地
を
視
察
し
た
際
に
陸
軍
省
参
謀
本
部
鈴
木
貞
一
と
面
談
し
、
対
即
戦
を
中
心
と
し
た
国
防
上
の
満
州

の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
共
鳴
を
示
し
た
と
い
う
。

　
　
　
「
満
州
を
日
本
の
国
防
の
基
地
と
し
て
お
る
限
り
は
、
北
方
に
対
し
に
ら
み
を
利
か
す
（
申
略
）
こ
こ
に
（
満
州
に
1
筆
者
注
）
日
本
の
力
が
う
ん
と

　
　
入
っ
て
お
れ
ば
ロ
シ
ア
に
対
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
も
心
配
が
な
い
、
だ
か
ら
、
支
那
本
土
の
上
に
お
い
て
も
色
々
な
政
策
を
行
な
う
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
こ
の
力
と
い
う
も
の
は
非
常
な
バ
ッ
ク
に
な
る
」
。

鈴
木
は
、
森
が
政
治
家
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
国
家
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
で
陸
軍
の
国
防
認
識
を
伝
達
す
る
毒
手
と
し
て
選
ん
だ
と
語

　
　
　
　
⑰

っ
て
い
る
が
、
国
防
上
戦
略
上
満
州
を
重
要
と
位
置
づ
け
る
陸
軍
と
、
資
源
獲
得
上
満
州
を
重
要
と
み
な
す
森
の
問
で
は
、
「
満
州
重
視
」
が

共
通
認
識
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
満
州
重
視
」
の
理
由
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
満
州
の
治
安
維
持
を
重
大
関
心
事
と
す

る
と
こ
ろ
で
共
通
認
識
が
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
間
に
は
治
安
維
持
対
策
を
含
め
た
協
力
関
係
を
生
む
下
地
が
で
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。
森
が
「
動
乱
中
の
支
那
視
察
談
」
の
中
で
、
「
支
那
が
、
露
国
の
南
下
政
策
を
十
分
防
が
ざ
る
間
は
、
日
本
は
断
じ
て
満
州
を
渡
さ

⑱ん
」
と
対
露
対
策
面
で
の
満
州
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
鈴
木
ら
陸
軍
中
堅
将
校
に
は
、
満
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

権
益
は
「
日
本
国
民
の
血
と
汗
に
よ
っ
て
購
っ
た
」
も
の
で
あ
り
絶
対
的
に
擁
護
す
べ
き
も
の
と
す
る
意
識
が
強
く
、
森
と
の
問
で
一
体
感
の
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よ
う
な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
ゆ
き
、
森
の
「
力
」
を
背
景
と
し
た
対
外
政
策
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
前
掲
『
幣
原
喜
重
郎
撫
四
六
〇
頁

②
森
恪
「
支
那
動
乱
視
察
談
」
（
前
掲
一
二
恪
臨
）
五
三
七
頁

③
前
掲
「
非
常
時
の
非
常
手
段
」
二
二
頁

④
東
京
裁
判
資
料
刊
行
会
盟
『
東
京
裁
判
却
下
未
提
出
弁
護
側
資
料
』
第
二
巻

　
（
国
書
刊
行
会
一
九
九
五
年
）
⊥
ハ
一
頁

⑤
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
漉
第
四
六
巻
（
臨
川
書
店
一
九
八
七
年
）
一

　
六
〇
頁
、
森
恪
は
議
会
で
「
二
大
戦
争
に
依
て
得
た
る
権
利
、
利
益
、
平
和
的
事

　
業
に
活
動
す
る
と
云
ふ
此
権
利
、
利
益
と
云
ふ
も
の
が
、
最
も
重
大
な
る
も
の

　
（
申
略
）
外
務
当
局
は
常
に
此
権
利
擁
護
の
為
に
有
ら
ゆ
る
手
段
、
有
ら
ゆ
る
障

　
碍
を
未
然
に
之
を
防
ぐ
と
云
ふ
手
段
を
常
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
発
雷
し

　
て
い
る
。

⑥
坂
本
雅
子
「
三
井
物
産
と
「
満
州
」
・
中
国
市
場
」
（
藤
原
彰
、
野
沢
豊
編

　
『
霞
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア
』
青
木
書
店
｝
九
七
七
年
）

⑦
藤
井
昇
三
「
辛
亥
革
命
時
期
の
孫
文
関
係
資
料
－
門
満
州
問
題
」
を
め
ぐ
る

　
森
恪
書
簡
1
」
（
魍
戦
前
日
本
の
中
国
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
一
九
八
二

　
年
）
四
～
五
頁

⑧
高
木
睦
郎
宛
書
簡
（
前
掲
噸
森
魚
田
）
一
八
八
頁

⑨
森
栄
枝
夫
人
宛
害
簡
（
同
苗
『
森
恪
臨
）
一
九
〇
頁

⑩
松
山
小
三
郎
氏
談
（
同
右
四
森
皇
都
）
二
四
四
頁

⑪
「
日
支
経
済
提
携
論
」
（
同
右
『
森
恪
』
）
九
五
八
頁

⑫
前
掲
森
栄
枝
夫
入
鼎
立
簡

⑬
「
鉄
自
給
策
の
一
大
障
碍
」
（
『
東
方
時
論
輪
一
九
一
八
年
八
月
号
）
～
〇
四
頁

⑭
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
隔
第
四
七
巻
（
臨
川
書
応
一
九
八
八
年
）
二

　
～
六
一
二
～
七
頁
、
及
び
第
四
六
巻
（
臨
川
書
店
一
九
八
七
年
）
五
四
七
頁

⑮
前
掲
「
支
那
動
乱
視
察
談
」
五
三
七
、
五
三
九
頁

⑯
前
掲
『
鈴
木
貞
一
氏
談
話
速
記
録
（
上
）
謡
六
八
頁

⑰
同
右
六
八
、
二
七
九
頁

⑱
前
掲
「
支
那
動
乱
視
察
談
」
五
三
七
頁

⑲
伊
藤
隆
『
昭
和
初
期
政
治
史
研
究
ー
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
問
題
を
め
ぐ
る
諸

　
政
治
集
団
の
対
抗
と
高
鷲
一
臨
（
東
京
大
学
出
版
会
～
九
六
九
年
）
二
九
二
頁

お
　
わ
　
り
　
に

森恪の中国政策構想（小林）

　
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
満
州
事
変
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
森
の
考
え
方
は
田
中
内
閣
当
時
と
同
様
、
九
力
国
条
約
に
違
背
す
る
こ
と
を

避
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
九
力
国
条
約
と
国
際
連
盟
に
対
す
る
森
の
態
度
に
変
化
が
現
れ
る
の
は
、
連
盟
内
で
の
勢
力
関
係
が
上
海

事
変
後
に
変
化
を
見
せ
た
時
期
で
あ
る
。
し
か
も
森
の
態
度
変
化
を
象
徴
す
る
「
九
浦
島
条
約
の
破
棄
」
、
そ
し
て
「
国
際
連
盟
か
ら
の
脱

退
」
と
い
う
発
言
は
、
「
解
釈
上
・
運
営
上
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
な
ら
ば
」
と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
点
を
軽
視

せ
ず
逆
に
着
目
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
森
発
言
の
主
眼
は
九
力
国
条
約
、
そ
し
て
国
際
連
盟
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
は
な
く
、
解
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釈
上
・
運
営
上
問
題
あ
り
と
問
題
提
起
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
強
硬
的
と
さ
れ
る
森
の
主
張
や
行
動
に
は
、
列
国
と
の
摩

擦
回
避
と
い
う
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
森
の
中
学
政
策
に
お
い
て
実
は
留
意
す
べ
き
特
徴
で
あ
り
、
幣
原
外
交
に
は
み
ら
れ
な
い

「
し
た
た
か
さ
」
で
あ
る
。
日
本
の
利
益
の
最
大
化
を
目
指
し
、
主
張
す
る
べ
き
は
主
張
し
、
必
要
な
ら
「
力
」
も
行
使
す
る
、
こ
の
よ
う
な

対
応
で
な
け
れ
ば
権
謀
術
中
の
渦
巻
く
国
際
問
題
に
対
処
で
き
な
い
、
と
い
う
森
の
主
張
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
満
蒙
権
益
擁
護
を
強
く
訴
え
る
森
の
中
国
政
策
の
背
景
に
は
、
日
本
が
「
大
国
に
な
る
」
、
そ
し
て
「
大
国
と
し
て
生
き
残
る
」
と
い
う
志

向
と
、
日
本
は
「
皇
室
中
心
の
国
体
」
で
あ
る
と
い
う
日
本
国
家
観
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
森
の
国
家
観
と
、
森
自
身
の
長
期
に
わ
た
る

中
国
体
験
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
中
国
通
と
い
う
自
負
心
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
森
の
中
国
政
策
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
国
志
向
か

ら
自
給
自
足
体
制
の
構
築
、
な
か
で
も
資
源
獲
得
と
い
う
課
題
が
浮
上
し
、
そ
の
獲
得
を
大
陸
中
国
に
求
め
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
中

国
に
お
い
て
森
は
、
自
ら
が
起
業
し
た
揚
子
江
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
で
の
資
源
開
発
事
業
が
法
制
笹
下
で
困
難
に
直
面
す
る
と
い
う
経
験
を

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
森
は
、
日
本
と
特
殊
関
係
に
あ
る
満
州
を
中
国
本
土
よ
り
も
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
運
動
が
共
産
主
義
勢
力
の
浸
透
に
伴
っ
て
激
し
く
な
る
事
態
を
、
中
国
本
土
に
お
け
る
日
本
の
権
益
が
危
機
的
な
状

況
に
追
い
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
み
な
し
た
森
は
、
共
産
主
義
勢
力
の
満
州
へ
の
侵
入
を
全
力
で
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秩
序
を
維

持
し
満
州
資
源
の
確
保
を
目
指
し
た
。
ま
た
森
に
と
っ
て
は
、
共
産
主
義
勢
力
の
満
州
へ
の
侵
入
は
、
次
に
皇
室
中
心
の
国
体
で
あ
る
日
本
に

危
機
を
も
た
ら
す
と
の
危
惧
に
繋
が
り
、
な
お
～
層
阻
止
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
大
国
」
の
地
位
を
得
る
と
い
う
点
で
は
、
日
本
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
秩
序
維
持
の
役
割
を
担
う
圏
際
連
盟
の
常
任
理
事
国
と
な

る
こ
と
で
列
国
と
居
並
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
を
森
は
、
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
維
持
に
列
国
と
と
も
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
た
。
こ
の
認
識
に
も
と
づ
き
森
は
、
中
国
、
特
に
満
州
に
関
わ
る
秩
序
維
持
の
た
め
の
日
本
の
行
動
が
列
国
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も

の
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
幣
原
外
交
の
九
力
闘
条
約
遵
守
や
国
際
協
調
と
は
違
い
、
九
海
国
条
約
に
違
背
し
な
い
こ
と
、
そ
し

て
列
国
と
の
摩
擦
回
避
を
基
調
と
す
る
森
の
中
国
政
策
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
森
の
中
国
政
策
は
広
い
意
味
で
列
国
協
調
と
は
雷
え
な
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森恪の中国政策構想（小林）

く
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
国
主
導
の
国
際
秩
序
維
持
と
い
う
森
の
理
念
は
、
上
海
事
変
後
国
際
連
盟
内
の

勢
力
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
連
盟
内
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
森
は
連
盟
の
枠
外
に
お
い
て
大
国
主
導
に
よ
る
満
州
問
題
処
理
へ

の
道
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
満
州
国
承
認
問
題
に
関
し
て
、
一
九
三
二
年
八
月
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
実
質
的
に
承
認
し
て
い

る
の
と
同
じ
状
況
に
あ
る
の
だ
か
ら
正
式
に
承
認
す
る
と
い
う
行
為
は
列
国
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
慎
重
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
い
う
主
旨
の
発

　
①
言
は
、
森
の
そ
う
し
た
考
え
を
示
唆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
七
月
に
病
に
倒
れ
、
一
二
月
に
逝
去
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
森
が
満
州
問

題
を
ど
の
よ
う
な
方
策
で
も
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
示
す
材
料
を
見
出
せ
て
は
い
な
い
。
な
お
、
国
際
連
盟
内
に
お
け
る
勢
力
関
係

の
変
化
は
、
森
の
内
政
構
想
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
最
後
に
国
民
政
府
に
対
す
る
見
方
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
森
に
と
っ
て
皇
室
中
心
の
国
体
と
い
う
国
家
観
が
政
治
ビ
ジ
ョ
ン
の
根
幹
に
あ

る
、
そ
れ
ゆ
え
、
共
産
主
義
を
容
認
し
難
い
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
国
本
土
に
お
け
る
共
産
主
義
勢
力
に
よ
る
日
本
の
権
益
侵

害
、
国
民
政
府
内
の
共
産
主
義
勢
力
に
よ
る
革
命
外
交
は
、
そ
の
認
識
を
更
に
強
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
森
は
～
九
二
八
年
に
米
圏
が
事
実
上

国
民
政
府
を
承
認
し
て
政
策
転
換
し
た
後
に
お
い
て
も
、
共
産
・
王
義
勢
力
を
国
民
党
政
権
か
ら
排
除
す
べ
き
も
の
と
主
張
し
、
ま
た
満
州
事
変

に
よ
っ
て
満
州
が
中
国
本
土
か
ら
分
離
し
た
状
況
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
国
民
政
府
を
共
産
主
義
勢
力
の
影
響
下
に
あ
る
と
し
て
犬
養
首

相
の
推
し
進
め
る
直
接
交
渉
を
支
持
せ
ず
、
遷
延
す
べ
き
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
森
の
中
国
政
策
は
九
旗
国
条
約
へ
の
違
背
、
列
国
と
の
摩
擦
を
回
避
す
る
こ
と
を
基
軸
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は
森
自
身
の
日
本
国
家
観
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
が
森
の
中
国
政
策
の

強
硬
的
側
面
を
強
調
し
幣
原
外
交
と
対
極
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
て
き
た
潮
流
の
再
考
を
促
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
幣

原
外
交
に
よ
る
中
国
政
策
に
は
限
界
が
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
で
も
そ
の
限
界
の
指
摘
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
森
の
中

国
政
策
論
を
あ
ら
た
め
て
検
討
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
対
中
国
政
策
の
撹
乱
要
因
に
対
処
す
る
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
幣
原
外
交
に

替
っ
て
日
本
が
と
り
得
る
選
択
肢
の
ひ
と
つ
を
探
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
よ
う
。
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1842－1914　（1925），　Wall〈er’s　flrst　book　about　the　Cape　history，　emphasised　the

“reconcMation”　with　the　Dutch，　and　a　Wltiggish　view　of　history．　Nevertheless，　he

felt　a　crisis　when　the　Afrikaner　nationalist　camp　attacked　the　non－European　franch－

ise　in　the　Cape　and漁e　British　in　the㎡d　1930s．　W．P．　Schアθ碗θ7」、4　South　Afr－ican

（1937），　Wall〈er’s　biography　of　the　former　prime　minister　of　the　colony，　covered

the　problems　of　the　“native　franchise”　and　the　British　identity　more　dii’ectly．

　　In　1936，　Walker　became　professor　of　imperial　and　naval　history　at　the　Universi－

ty　of　Carnbridge．　ln　1940，　he　contributed　the　article　‘The　Jameson　Raid’　to　the

Cα〃zZ＞r・idge　Historicalノ∂urnal，　and　tried　to　investigate　the　cause　of　Afrikaner

nationaijsm　in　the　iate　nineteenth　aRd　eay｝y　£wentieth　centuries．　Furtheumore，　his

book　The　British　Empire：　lts　Structure　and　SPirit　（1943）　sought　to　envision　the

role　of　the　British　Empire　in　the　age　of　Pax　Americana．　On　the　other　hand，　he

argued　actively　against　the　policy　of　apartheid，　which　began　in　1948．　ln　1968，　he

settied　in　Durban，　Natal，　and　died　・there　on　23　February　i976．　Even　before　his

death，　his　anti－A£ril〈aner　and　Eurocentric　work　was　criticised　by　A£ril〈aRer　national－

ist，　liberal　Alticanist　and　South　Alitican　radical　historians，　but　British　liberalism

never　became　a　thing　of　the　past　out　of　the　academic　world．

　　Walker　remained　more　pro－Boer　and　reconciliatory　with　the　Dutch　than　other

tiberal　historians．　However，　he　confronted　Afrikaner　nationalism　and　took　a　ieadmg

position　on　the　“frontier　tradition”　and　the　Jameson　Raid．　Furthermore，　the　most

important　problems　for　him　were　the　myth　of　Cape　liberalism　and　British　identity．

On　the　other　hand，　he　did　not　fuliy　develop　his　ideas　about　the　British　Empire　in

the　age　of　Pax　Americana．　Nevertheless，　the　problem　of　the　Empire　undenlably

lurked　in　the　background　whenever　he　told　the　story　of　South　Africa，　and　in　con－

trast，　the　South　African　problem　was　undeniably　present　whenever　he　told　the

story　of　the　Empire．

The　Frarnework　of　Mori　Tsutomu’s　Foreign　Policy

　　　　　　　　　toward　China　during　1929－1932

by

KoBAyAsKI　Shohei

　Japanese　foreign　policy　was　carried　out　by　Foreign　M娠ster　Shidehara　K加ro

du血g　the　period　of　1924　to　1931，　except　when　the　cab血et　was　headed　by　Tanaka

Glichi　（1927－1929）．　Shidehai’a’s　foreigr　t　policy　toward　China　is　said　to　have　faithfu1一



ly　fogowed　the　agreements　made　at　the　Washington　Conference　in　1921　and　to

have　respected　both　cooperation　with　the　powers　and　the　principle　of　non－

intervention　in　China’s　internal　affairs．　The　Manchuria　lnciclent，　which　broke　ou£　in

September　1931，　was　the　work　of　the　KaRtogun，　who　perceived　that　Japanese

national　interests　in　Manchuria　cou｝d　not　be　secured　by　the　policy　executed　by

Shidehara．　Some　scho｝ars　have　questioned　whether　his　policy　was　the　best

method　for　defending　Japanese　national　interests　in　Manchuria，　because　the

agreements　of　the　Washington　ConfereRce　contained　the　seeds　of　turmoit　and

weye　fragi1e，　such　as　the　fact　the　Soviet　Union　was　outside　the　Washington　sys－

tem　and　the　nationalist　rnovement　in　China　etc．　These　scholars，　however，　give　no

indication　which　policies　should　have　replaced　those　of　Shidehara．

　　This　article　focuses　on　Mori　Tsutomu，　an　ir｝fluential　member　of　the　Seiyukai，

who　advocated　a　hard　1ine　on　China　that　was　antithetical　to　Shidehara’s，　and　clar－

ifies　the　meaning　of　the　framework　of　his　foreign　policy　toward　China　in　the　period

of　the　Manchuria　lncident．　ln　order　to　examine　whether　Mori’s　foreign　policy

could　have　been　an　alternative，　！　analyze　Mori’s　conduct　and　remarks　on　the　Nine

Power　Treaty，　the　League　of　Nations，　the　Chinese　government，　and　Japanese

national　interests　in　Manchuria．

　　The　findings　of　this　study　caR　be　summarized　as　follows．　（1）　Mori’s　policy　was

carefuliy　designed　not　£o　infringe　on　the　Nine　Power　Treaty　and　to　avoid　friction

with　the　powers．　His　policy　making　as　such　derived　from　his　belief　that　adopting　a

hard　1ine　and　taking　milltary　action　to　settle　internatjonal　problems　were　inevitable

when　pursuing　nationa1　interests，　but　he　believed　relations　with　the　powers　should

not　be　ruptured．　（2）　His　strong　emphasis　on　defending　Japanese　interests　in　Man－

churia　derived　from　his　aspiration　for　Japan　to　become　a　great　nation，　that　Japan

must　“become　a　great　nation　and　remain　a　great　nation．”　Securing　natural　resour－

ces　in　Manchuria　in　his　view　was　a　prerequisite　to　being　a　great　nation．　This

emphasis　on　the　special　relationship　with　Manchuria　was　in　the　context　of　the　in－

creasing　radicaljzation　of　the　nationalist　movement　on　the　Chinese　mainland　and

the　worry　that　this　rnight　endanger　Japanese　interests　there．　From　his　point　of

view，　social　order　and　stability　must　be　maintained　in　order　to　secure　natural　re－

sources　in　Manchuria．　（3）　Japan　became　a　councll　member　of　the　League　of

Nations　in　1920．　Mori　understood　thjs　to　rnean　that　Japan　wRs　responsible　for　pre－

serving　order　in　East　Asia，　and　on　the　basis　of　this　understanding，　he　reasoned

the　powers　would　accept　Japanese　military　action　to　maintain　order　in　Manchuria

under　the　conditions　mentioned　above　（1）．　（4）　Mori　viewed　the　Japanese　state　as　a

“na廿on　state　based　on血e　Imperial　Household，”and　understood　the　communist

movement　as　thi’eatening　the　lmperial　Household．　Therefore　commtmism　could



not　be　tolerated　and　the　spread　of　communist　forces　into　Manchuria　must　be　pre－

ven£ed．　This　was　because　an　intrusion　into　Manchuria　would　mean　its　spread　into

Japan．　The　inf血gement　on　Japanese　national　interes£s　in　mainland　C屈na　by　com－

munist　forces　in　early　1927　and　the　revolutionary　foreign　policy　by　the　communism

elements　in　Chinese　nationaljst　govemment　solidhied　his　view　of　communism．

　　Considering　the　four　points　noted　above，　1　wish　to　point　out　that　this　paper　pro－

vides　an　opportunity　to　reassess　Mori’s　foreign　poticy　toward　China，　which　most

studies　have　regarded　as　aRtithetical　to　Shidehara’s　and　have　viewed　negative｝y　by

stressing　his　hard－line　stance　and　conduct．　Further　study　and　consideration　of

Mori’s　policy　can　also　help　us　to　consider　what　would　have　been　a　possible，

alternative　Japanese　foreign　policy　to　that　of　Shidehara．


